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と
印
刷
さ
れ
、
と
き
に
「
大
日
本
外
国
事
務
奉
行
兼
理
事
官
柴
田
日
向
守
」
と
自
署
し
た
。

柴
田
一
行
の
特
徴
は
、
外
交
使
節
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
〃
産
業
使
節
〃
の
色
彩
が
波
厚
で
あ
り
、
従
来
の
巡
外
使
節
の
よ
う
に
大
所

帯
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
出
か
け
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

に
け
ば
か

慶
応
元
年
閏
五
円
刎
五
日
（
一
八
六
五
・
六
・
二
七
）
、
外
国
奉
行
柴
田
日
向
守
（
剛
中
）
は
、
樅
須
賀
製
鉄
（
造
船
）
所
建
設
の
川
務

を
お
び
て
屈
恢
と
と
も
に
、
横
浜
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
郵
船
「
一
一
ポ
ー
ル
」
号
に
の
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
む
か
っ
た
。

柴
田
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
も
む
く
と
き
に
川
い
た
名
刺
に
は
、

の
○
四
田
尹
司
シ
頭
Ｓ
ｑ
Ｑ
シ
ヱ
○
尿
鈩
三
房
。

○
。
■
く
の
曰
の
こ
『
口
匡
〆
口
〔
毎
）
【
の
い
の
一
『
ロ
ゴ
、
の
「
の
、
》
○
○
ョ
】
日
一
ｍ
⑫
巴
『
⑦
９
口
的
。
Ｅ
く
の
『
ロ
の
ョ
の
。
（
］
四
勺
。
。
“
】
の
．

夕

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
柴
田
日
向
守

宮
永

孝
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こ
の
う
ち
こ
れ
ま
で
に
海
外
波
航
の
経
験
が
あ
っ
た
の
は
、
柴
田
・
水
品
・
塩
田
・
福
地
ら
四
名
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
辿
外
使
節
団

（
文
久
、
横
浜
鎖
港
使
節
）
の
も
と
随
員
で
あ
っ
た
。

正
使
の
柴
川
剛
巾
（
一
八
二
三
～
七
七
）
は
、
通
称
貞
太
郎
と
い
い
、
文
政
六
年
一
月
十
七
日
江
戸
小
石
川
に
生
ま
れ
、
の
ち
昌
平
盤

に
ま
な
ん
だ
。
天
保
十
三
年
（
’
八
四
二
）
父
・
良
迦
の
あ
と
を
襲
っ
て
徒
目
付
と
な
り
、
評
定
所
翻
役
助
、
同
留
役
な
ど
を
経
て
、
安

政
五
年
八
月
外
国
奉
行
支
配
組
頭
と
な
っ
た
。

当
時
、
大
勢
で
海
外
に
出
か
け
る
と
な
る
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
し
、
経
費
節
約
と
ス
ピ
ィ
ー
デ
ィ
な
事
務
処
理
を
目
ざ
す
あ
ま

り
、
一
行
は
ご
く
少
数
の
実
務
型
の
随
員
を
も
っ
て
柵
成
さ
れ
た
。

外
国
奉
行
鞭
理
事
官
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
柴
Ⅲ
日
向
守
剛
中

み
ず
し
ば

外
国
奉
行
支
配
組
頭
…
…
．
．
：
…
…
…
…
…
…
・
・
水
品
楽
太
郎
（
悔
処
）

同
調
役
出
役
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
・
・
・
…
…
・
富
川
達
三
（
冬
一
一
一
）

同
洲
役
並
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
小
花
作
之
肋
（
作
肋
）

通
弁
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
…
・
・
…
・
堀
川
三
郎

同
右
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
棉
地
源
一
郎

柴
川
の
従
者
・
…
・
・
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
休
左
衛
門

〃
・
・
…
・
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
藤
井
万
戯
（
パ
リ
で
病
死
）

〃
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
・
・
…
…
…
・
岡
川
摂
蔵

小
使
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
平
七

計
十
名
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文
久
三
年
九
月
、
江
戸
に
も
ど
る
と
通
弁
御
川
と
な
り
、
同
年
十
二
月
愉
浜
餓
港
使
節
・
池
川
長
発
一
行
に
通
弁
御
川
出
役
と
し
て
随

行
し
た
。
つ
い
で
慶
応
元
年
側
近
Ⅱ
、
柴
川
日
向
守
の
随
員
と
し
て
渡
欧
。

腿
応
三
年
二
Ⅱ
、
外
国
奉
行
支
配
組
頭
に
進
ん
だ
。
幕
府
崩
壊
後
、
新
政
府
に
仕
え
、
民
部
省
に
入
っ
た
の
ち
外
務
宵
に
移
り
、
明
胎

三
年
外
務
権
大
記
と
し
て
特
命
全
椛
公
使
・
鮫
島
尚
信
に
随
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
シ
ア
に
お
も
む
き
、
同
四
年
特
例
弁

務
便
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
万
国
通
信
会
議
に
出
席
し
た
。

ま
た
同
四
年
、
岩
倉
使
節
団
に
外
務
大
記
と
し
て
随
行
し
、
欧
米
十
二
ヵ
国
を
ま
わ
っ
た
。
六
年
に
帰
国
し
、
外
務
人
丞
と
な
り
、
八

年
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
国
際
電
信
会
議
に
出
席
し
た
。

そ
の
後
、
外
務
人
書
記
官
・
外
務
少
鮒
な
ど
を
経
て
、
特
命
全
椛
公
使
（
川
沿
旧
）
と
し
て
精
図
に
駐
在
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
八
月
十
二
日
、
伍
地
の
北
京
に
お
い
て
病
死
。
享
年
四
十
七
歳
。

通
弁
福
地
源
一
郎
（
’
八
四
一
～
一
九
○
六
）
は
、
天
保
十
二
年
三
月
十
三
日
長
崎
の
儒
医
・
禰
地
苅
庵
の
子
と
し
て
う
ま
れ
、
安
政

二
年
よ
り
大
通
詞
名
村
八
石
衛
門
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ま
な
び
、
翌
年
稽
古
通
詞
と
な
る
。

同
四
年
江
戸
に
出
て
か
ら
は
、
森
山
多
吉
郎
に
つ
い
て
英
語
を
ま
な
び
、
六
年
通
弁
御
用
と
し
て
幕
府
に
出
仕
し
、
翻
訳
に
し
た
が
っ

た
。
刀
延
元
年
、
御
家
人
と
な
り
、
文
久
元
年
十
二
月
、
遣
欧
使
節
・
竹
内
下
野
守
一
行
に
定
役
並
迦
詞
と
し
て
随
行
し
た
。

慶
応
元
年
閥
五
月
、
柴
川
日
向
守
の
随
員
と
し
て
ふ
た
た
び
渡
欧
し
、
パ
リ
に
お
い
て
万
国
公
法
（
国
際
法
）
を
ま
な
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ

後
半
生
は
小
笠
原
の
開
拓
事
業
に
つ
く
し
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
一
月
十
七
日
死
去
。
享
年
七
十
三
歳
。

通
弁
塩
川
三
郎
（
一
八
四
三
～
八
九
）
は
、
天
保
十
四
年
十
一
月
六
日
奥
医
師
端
川
順
庵
の
子
と
し
て
江
戸
に
う
ま
れ
、
安
政
六
年
父

に
し
た
が
い
箱
館
に
移
住
し
、
漢
学
を
栗
本
勤
雲
か
ら
、
英
語
を
通
詞
の
名
村
五
八
郎
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
宣
教
師
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ

ン
か
ら
学
ん
だ
。
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イギリスにおける柴lllllliil守

洪
脈
の
適
塾
に
入
門
し
て
い
る
。

適
塾
の
「
姓
名
録
」
（
入
門
帳
、

た
が
、
お
も
う
ま
ｈ
に
な
ら
ず
、
日
本
研
究
家
の
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ー
ー
ー
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
。

幕
府
崩
壊
後
、
明
治
元
年
「
江
湖
新
聞
』
を
発
刊
、
同
三
年
大
蔵
省
御
川
掛
と
な
り
、
伊
藤
博
文
に
随
行
し
て
渡
米
。
四
年
岩
倉
使
節

団
に
一
等
書
記
官
と
し
て
随
行
。
七
年
宮
を
辞
し
、
「
東
京
Ｈ
々
新
聞
」
に
人
社
、
の
ち
主
筆
・
社
主
と
な
り
、
つ
ね
に
政
府
支
持
の
立

場
で
目
Ⅲ
民
権
派
批
判
の
筆
を
と
っ
た
。

の
ち
来
京
商
法
会
議
所
・
副
会
長
（
明
治
Ⅱ
）
、
東
京
株
式
取
引
所
・
理
事
長
（
明
治
⑫
）
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
一
年
に
「
来

京
日
々
新
聞
」
を
去
っ
て
か
ら
は
劇
作
家
と
し
て
余
生
を
お
く
り
、
明
治
三
十
七
年
衆
議
員
と
な
り
、
恵
政
本
党
に
入
党
す
る
が
、
活
雌

の
機
会
を
え
ぬ
ま
ま
、
川
胎
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
一
月
四
冊
死
去
。
享
年
六
十
六
歳
。

柴
川
の
従
打
・
久
左
術
門
、
小
使
平
七
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
お
よ
び
経
歴
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
で
な
い
。

従
者
藤
井
刀
蔵
に
つ
い
て
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
伊
勢
で
生
ま
れ
、
慶
応
元
年
八
月
二
十
四
Ⅱ
（
一
八
六
五
・
一
○
・
一
一
一
一
）

パ
リ
の
客
舎
（
ジ
ャ
ン
・
グ
ー
ジ
ョ
ン
街
五
十
一
番
地
）
で
病
死
し
た
以
外
に
、
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
享
年
三
十
三
歳

で
あ
っ
た
。

従
打
岡
川
摂
蔵
の
綿
雌
お
よ
び
生
没
年
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
肥
後
滞
士
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
安
政
六
年
二
Ⅱ
大
坂
の
緒
刀

安
政
大
稔
如
)’
十
七
日

岡肥
Ｈ１川
摂熊
蔵府

緒
方
篇
雄
著
『
緒
方
供
応
伝
」
所
収
）
に
、
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柴
Ⅲ
一
行
は
、
慶
応
元
年
七
月
六
日
（
一
八
六
Ⅱ
。
八
・
二
六
）
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
く
と
、
ツ
ー
ロ
ン
視
察
に
お
も
む
き
、
ふ
た
た
び

マ
ル
セ
ー
ユ
に
も
ど
り
、
同
地
よ
り
リ
ヨ
ン
を
経
て
パ
リ
に
む
か
っ
た
。

七
月
三
十
日
（
九
・
一
九
）
柴
川
は
、
外
側
ド
ル
ー
ァ
ン
・
ド
・
リ
ュ
イ
ス
と
会
い
、
㈹
製
鉄
所
建
設
口
兵
制
の
改
革
（
三
兵
伝
習
）

な
ど
に
つ
い
て
、
老
中
書
簡
に
あ
る
要
旨
を
説
明
し
た
の
ち
、
〃
叩
技
師
や
陸
瓶
士
官
の
雌
川
に
つ
い
て
協
力
を
も
と
め
た
。

八
Ⅱ
二
日
（
九
・
二
一
）
海
耶
省
を
お
と
ず
れ
、
梅
柵
ジ
ュ
ス
タ
ン
・
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
シ
ャ
ス
ル
ー
・
ロ
ー
パ
と
会
い
、
あ
ら
た
め
て

製
鉄
所
の
建
設
、
技
師
の
雇
用
、
器
械
類
の
職
人
と
輸
送
に
つ
い
て
協
力
を
あ
お
ぎ
、
同
月
六
日
（
九
・
二
五
）
に
陸
軍
大
臣
代
理
ア
ル

マ
ン
・
ベ
イ
ク
（
農
・
商
務
、
公
共
蛎
業
大
臣
を
も
か
ね
る
）
を
た
ず
ね
、
三
兵
伝
習
の
教
官
の
招
へ
い
を
た
の
み
、
そ
の
承
諾
を
え
た
。

柴
川
は
、
パ
リ
に
お
い
て
横
緬
賀
製
鉄
所
迷
設
の
案
件
を
す
べ
て
処
理
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。

柴
Ⅲ
一
行
の
渡
欧
目
的
の
あ
ら
ま
し
は
、
そ
の
出
発
ま
え
に
す
で
に
閣
老
よ
り
江
戸
在
勤
の
イ
ギ
リ
ス
代
理
公
使
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ

兼
ね
て
い
た
。

柴
川
に
あ
た
え
ら
れ
た
主
な
使
命
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
技
術
行
を
雁
い
入
れ
、
機
械
航
（
燕
気
お
よ
び
修
船
川
の
諸
逆
具
）
を
脳

入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
も
む
き
、
三
反
（
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
）
伝
習
の
教
官
の
州
へ
い
を
打
診
す
る
川
務
も

さ
ら
に
文
久
三
年
福
沢
の
塾
に
入
り
、
元
沿
元
年
ご
ろ
塾
長
を
し
て
い
た
ら
し
い
（
君
塚
巡
校
注
「
仏
英
行
」
の
棚
外
注
を
参
照
）
。

明
治
二
年
、
藩
政
府
の
誘
導
方
を
命
じ
ら
れ
た
（
野
村
兼
太
郎
『
維
新
前
後
ご
・
な
お
岡
田
に
は
「
航
西
小
記
」
（
『
旧
幕
府
』
に
連
載
）

と
題
す
る
欧
行
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
応
元
年
閏
五
月
に
柴
川
の
従
者
と
し
て
同
行
し
た
と
き
の
見
聞
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

＊
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とらや
こきしえイが
とでかるニドて

ばあしかリ嫌
のつ、どｽ''１
裏大幕う政｜よ
÷Ｏ⑰.『」＿ｒ'『、

こ
と
ば
の
裏
を
見
す
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
そ
れ
で
も
柴
田
一
行
に
好
意
を
し
め
し
、
柴
川
の
要
件
を
儀
礼

上
承
諾
し
た
ば
か
り
か
、
諸
所
を
見
学
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
三
兵
伝
習
の
依
頼
に
つ
い
て
、
か
ね
て
パ
ー
ク
ス
よ
り
報
告
を
う
け
て
お

言
を
呈
し
た
。

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
つ
た
え
ら
れ
、
本
国
へ
報
告
さ
せ
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
は
、
使
節
の
本
来
の
使
命
を
か
く
し
、
国
防
上
必
要
な
各
耐
の
兵
器
や
機
械
を
実
見
し
、
さ
ら
に
造
船
所
や

工
廠
を
視
察
し
、
日
本
の
革
新
に
役
立
て
た
い
、
と
っ
た
え
、
そ
の
協
力
を
仰
ぐ
に
と
ど
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
を
お
と
ず
れ
る
の
は
、
か
ね
て
日
本
政
府
よ
り
同
国
に
三
兵
教
練
の
依
噸
を
し
て
お
り
、
そ
れ
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府

の
考
え
や
反
応
を
み
る
た
め
で
あ
っ
た
。

通
弁
方
と
し
て
一
行
に
参
加
し
た
偏
地
源
一
郎
に
よ
る
と
、
柴
川
一
行
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
は
、
使
命
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
く
て
、

「
会
釈
上
の
使
命
と
い
ふ
に
過
ぎ
ざ
り
き
」
（
「
懐
往
事
談
ｌ
附
新
聞
紙
突
雁
』
氏
友
社
、
明
治
〃
。
ｌ
）
と
い
う
。

こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
儀
礼
的
に
訪
れ
、
あ
い
さ
つ
を
し
た
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
藤
木
、
英
仏
の
二
大
勢
力
が

拾
仇
す
る
な
か
で
、
滞
府
が
フ
ラ
ン
ス
寄
り
の
外
交
を
展
開
す
る
の
を
、
駐
日
英
仏
公
使
パ
ー
ク
ス
は
快
よ
く
お
も
わ
ず
、
た
び
た
び
苫

瀞
府
が
臓
須
役
に
造
船
所
を
設
け
る
の
を
、
フ
ラ
ン
ス
一
手
に
依
噸
す
る
に
お
よ
ん
で
、
パ
ー
ク
ス
は
心
中
お
だ
や
か
で
な
か
っ
た
。

や
が
て
辮
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
不
満
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
の
一
策
を
案
出
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
三
兵
伝
粁
の
教
官
を
招
へ
い
す
る
意
あ
る
こ
と
を
示
し
、
も
し
瀞
府
の
ほ
う
で
そ
の
識
に
決
し
た
ら
、
承
諾
し
て
も

ら
え
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
幕
府
は
口
と
心
が
裏
腹
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
、
三
兵
伝
習
の
件
で
内
約
が
で
き
て
お
り
、
そ
の
手
続
に
入
る
ば
か
り
の

９



わ
ず
か
に
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」
（
ご
局
目
冒
図
）
紙
が
い
ち
ど
、
『
ザ
・
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
（
冨
⑩

ｎ
ｏ
員
・
苫
§
＆
○
言
目
回
ｇ
高
い
②
）
紙
が
、
二
度
ば
か
り
一
行
の
こ
と
を
記
事
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
く
に
後
者
の
週
刊
新
聞
は
、
い

ち
ば
ん
お
も
し
ろ
く
、
資
料
的
価
値
も
高
い
。
そ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

「
日
本
の
委
員
た
ち
」
（
弓
ゴ
の
］
目
目
の
⑫
の
○
○
日
日
一
⑪
⑪
一
・
コ
の
『
の
）
と
「
日
本
か
ら
の
訪
問
者
」
（
日
ロ
の
］
四
℃
目
の
⑪
の
ぐ
一
⑪
一
ｓ
「
の
）
と
題
す

る
小
記
事
が
二
つ
（
一
八
六
Ⅱ
。
一
二
・
二
六
付
）
。
前
者
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
伯
に
よ
り
、
日
本
人
係
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
。
一
行
が
そ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
市
内
の
見
学
先
に
ふ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
各
所
、
諸
施
設
を
視
察
し
た

柴
川
剛
巾
の
「
仏
英
行
」
（
洲
塚
巡
校
注
、
旧
水
思
想
大
系
「
西
洋
見
聞
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
伯
・
旧
）
と
岡
川
摂
蔵
の

「
西
航
小
記
」
（
雑
誌
「
旧
瀞
府
」
所
収
）
、
現
地
の
新
聞
細
道
な
ど
を
も
と
に
、
一
行
の
イ
ギ
リ
ス
洲
在
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

柴
Ⅲ
一
行
は
、
少
人
数
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
あ
ま
り
現
地
の
新
川
記
背
の
綱
に
か
か
る
こ
と
は
な
く
、
記
耶
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る

り
、
柴
川
が
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
と
会
見
し
た
と
き
、
当
然
、
こ
の
件
が
話
題
に
あ
が
っ
た
。

ハ
モ
ン
ド
は
、
描
浜
に
駐
翻
す
る
イ
ギ
リ
ス
兵
に
余
暇
が
あ
れ
ば
、
つ
ご
う
次
第
、
貴
国
政
府
の
要
望
に
そ
い
た
い
と
回
答
し
た
（
大

塚
武
松
「
幕
末
外
交
史
の
研
究
』
）
。
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
幕
府
陸
軍
が
強
力
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
援
助
す
る
気
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
た
め
、
結
局
、
幕
府
の
当
初
の
計
画
に
そ
っ
て
陸
軍
伝
習
の
す
べ
て
を
フ
ラ
ン
ス
に
依
嘱
し
た
。

こ
と
も
少
な
か
っ
た
。

水
柚
は
、
イ
ギ
リ
ス
』

て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
柴
Ⅲ
一
行
の
約
一
力
Ⅱ
に
お
よ
ぶ
悦
楽
の
災
況
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
帆
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
一
端
に
つ
い

＊
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つ
い
で
同
紙
は
、
「
日
本
の
委
員
ら
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
を
訪
れ
る
」
（
気
⑫
旨
。
（
岳
の
］
§
目
の
⑫
の
○
・
ヨ
ョ
ー
⑭
②
一
・
コ
の
『
の
（
○

ｓ
の
三
一
◎
す
）
と
題
す
る
、
や
や
長
文
の
記
事
を
か
か
げ
た
。
こ
れ
は
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
有
名
な
農
機
且
〈
工
場
（
「
ラ
ン
サ
ム
ズ
。
ア
ン

ド
。
シ
ム
ズ
社
」
）
を
一
行
が
見
学
に
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
（
’
八
六
六
・
一
・
一
○
付
）
。

さ
い
ご
に
柴
田
一
行
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
を
総
括
し
た
長
文
の
記
事
に
、
「
わ
が
国
を
訪
れ
た
日
本
か
ら
の
訪
問
者
」
（
○
□
「
〕
：
目
の
⑭
の

ぐ
ご
［
・
門
の
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
一
八
六
六
・
一
・
’
○
付
）
。
こ
れ
な
ど
は
、
柴
田
の
日
載
「
仏
英
行
」
の
記
載
を
補
う
も
の
と
し

て
い
ち
ば
ん
貴
重
か
と
お
も
わ
れ
る
。

筆
者
は
、
さ
い
わ
い
先
年
の
夏
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
記
事
と
接
し
え
た
の
で
、
コ
ピ
ー
を
依
頼
し
持
ち
帰
っ
た
が
、
新
資

料
と
し
て
本
稿
の
お
わ
り
に
添
え
て
お
い
た
。

慶
応
元
年
十
月
二
十
一
日
（
一
八
六
五
・
一
二
・
八
）
、
柴
川
一
行
九
名
は
パ
リ
を
発
し
、
英
祁
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
っ
た
。
同
夜
、
ロ

ン
ド
ン
に
着
き
、
「
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
」
（
写
真
参
照
）
に
入
っ
た
。

一
行
が
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
た
の
は
、
同
年
十
一
月
十
八
ｕ
（
’
八
六
六
・
一
・
四
）
ま
で
の
約
一
カ
月
で
あ
る
。
こ
の
間
の
か
れ
ら

の
訪
問
・
視
察
地
を
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

タ
ン
ヌ
ル

ロ
ン
ド
ン
の
地
下
道
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
十
月
二
十
三
日

大
英
博
物
館
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
．
．
…
…
…
・
…
十
月
二
十
五
日

＊
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デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
の
造
船
所

キ
ャ
ム
造
船
所
（
モ
リ
ス
タ
ウ
ン
）

海
岸
砲
台
…
：
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
…
十
一
月
七
日
（
一
二
・
一
一
四
）

海
鞭
工
廠

地
下
鉄
道

チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
廃
兵
病
院
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
十
一
月
四
日
（
’
一
一
・
一
一
一
）

陸
海
軍
孤
児
院

プ
リ
マ
ス
の
防
波
堤

保
税
倉
庫

ポ
ー
ッ
マ
ス
の
造
船
所
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
十
一
月
五
日
（
’
二
・
一
一
二
）

プ
レ
ー
ク
リ
ー
氏
の
兵
器
工
場
（
グ
リ
ニ
ッ
ジ
）
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
十
一
月
三
日
（
一
二
・
一
一
○
）

王
立
取
引
所

ア
ル
パ
ー
ト
橋

ラ
グ
ラ
ン
兵
舎

王
立
造
幣
局

陸
海
軍
ク
ラ
ブ
（
ロ
ン
ド
ン
）

タ
イ
ム
ズ
社
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
十
一
月
一
一
日
（
一
二
・
一
九
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

ウ
リ
ッ
ジ
の
王
立
造
船
所
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
月
三
十
日
（
一
二
・
一
七
）

ロ
ン
ド
ン
塔

ロ
ン
隙
‐
ン
・
隈
・
ツ
ケ
〆

5２
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よるか汽
車
は
市
街
を
出
る
と
、
パ
リ
盆
地
に
入
り
、
平
坦
な
枯
野
を
け
む
り
を
吐
き
な
が
ら
走
っ
た
。
一
行
は
と
き
ど
き
車
窓
に
起
伏
の
あ

る
丘
を
見
、
農
家
、
畑
、
樹
林
、
小
川
、
家
畜
な
ど
を
み
な
が
ら
北
へ
北
へ
と
進
ん
だ
。

パ
リ
、
カ
レ
ー
間
、
二
九
三
キ
ロ
の
距
離
を
約
六
、
七
時
間
ほ
ど
ゆ
ら
れ
、
同
日
の
午
後
一
時
す
ぎ
カ
レ
ー
に
到
着
し
た
。

汽
車
が
着
い
た
の
は
、
中
央
駅
（
町
の
そ
と
に
位
置
）
か
。
そ
れ
よ
り
一
行
は
、
お
そ
い
朝
食
を
と
り
、
一
時
四
十
五
分
ご
ろ
波
止
場

よ
り
対
岸
の
ド
ー
ヴ
ァ
に
む
か
う
蒸
気
船
に
の
っ
た
。

ひ
え
び
え
と
し
た
、
波
高
い
海
峡
を
わ
た
り
、
ド
ー
ヴ
ァ
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後
三
時
半
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

ノ
ー
ル

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
動
き
だ
Ｉ
）
た
。

ガ
ー
ル
。
ｒ
・

哩
応
元
年
十
月
一
一
十
一
日
（
一
八
六
五
・
一
一
一
・
八
）
、
柴
Ⅲ
一
行
を
乗
せ
た
汽
車
は
、
し
ぐ
れ
模
様
の
パ
リ
の
空
の
も
．
と
、
北
駅

ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
農
機
具
工
場
（
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
）
・
・
・
…
十
一
月
十
五
日
（
’
八
六
六
・
一
・
一
）

パ
テ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ス
ト
ー
ン
会
社

南
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
十
一
月
十
六
日
（
一
・
二
）

園
芸
協
会

ウ
エ
ス
ト
ミ

国
会
議
事
堂

ミ
ル
バ
ン
ク
刑
務
所
…
…
…
…

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ン
の
刀
剣
工
場

ロ
ン
ド
ン
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
十
一
月
十
二
日
（
一
一
一
・
二
九
）

ン
ク
刑
務
所
：
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
：
十
一
月
十
一
一
一
日
（
一
一
一
・
’
一
一
○
）

＊
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柴
田
は
持
参
し
た
「
日
の
丸
（

こ
の
時
期
、
ロ
ン
ド
ン
の
気
樫

は
街
が
霧
と
ス
モ
ッ
グ
に
お
お
Ｌ

空
は
ど
ん
よ
り
と
く
も
り
、
．
｜

と
、
街
頭
に
ガ
ス
灯
が
と
も
る
。

ピ
ー
●
ピ
ー
ｏ
ス
イ

同
ホ
テ
ル
は
、
ポ
・
Ｉ
ト
ラ
ン
ド
広
場
に
い
ま
も
あ
り
、
街
路
を
へ
だ
て
て
Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ
（
イ
ギ
リ
ス
放
送
協
会
）
の
建
物
が
あ
る
。

か
れ
』
」
れ
凶
く
ち
ゅ
う

柴
田
は
こ
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、
「
旅
亭
の
結
構
（
し
く
み
）
、
巨
大
美
麗
、
パ
レ
イ
の
グ
ラ
ン
ト
ホ
ー
プ
ル
に
彼
是
伯
仲
せ
り
」
（
「
仏

英
行
」
）
と
の
べ
て
い
る
。
｜
行
は
ホ
テ
ル
に
入
る
と
、
早
く
も
そ
の
到
着
を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
人

商
人
キ
ェ
ー
フ
ル
が
や
っ
て
来
て
、
柴
田
と
面
会
し
、
こ
ん
ど
長
崎
の
イ
ギ
リ
ス
の
代
理
傾
事
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
語
っ
た
。

ち
な
み
に
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
旅
費
は
、
約
六
四
六
フ
ラ
ン
、
荷
物
の
運
賃
は
約
一
三
五
フ
ラ
ン
か
か
っ
た
。

翌
日
、
柴
田
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
使
い
を
や
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
こ
と
、
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
面
談
し
た
い
旨
を
書
簡
を

も
っ
て
つ
た
え
さ
せ
た
。
富
田
・
小
花
・
福
地
ら
は
、
パ
リ
で
エ
ラ
ー
ル
（
銀
行
家
）
に
た
の
ん
で
為
替
に
し
た
御
用
金
を
受
け
と
り
に
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
お
も
む
い
た
。

柴
田
は
持
参
し
た
「
日
の
丸
の
旗
」
を
ホ
テ
ル
の
軒
先
に
か
か
げ
さ
せ
、
ま
た
馬
車
を
一
台
、
雇
い
入
れ
た
。

こ
の
時
期
、
ロ
ン
ド
ン
の
気
候
は
、
パ
リ
よ
り
も
温
暖
で
あ
り
、
摂
氏
一
四
、
五
度
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
－
）
、
い
ち
ば
ん
困
っ
た
の

は
街
が
霧
と
ス
モ
ッ
グ
に
お
お
わ
れ
、
視
界
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

空
は
ど
ん
よ
り
と
く
も
り
、
う
っ
と
う
し
い
。
お
ま
け
に
日
中
で
も
街
は
暗
い
と
き
て
い
る
。
と
く
に
冬
場
、
午
後
四
時
ご
ろ
に
な
る

建
の
堂
々
た
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

駅
舎
に
は
、
型

ル
」
に
入
っ
た
。

そ
れ
よ
り
直
ち
に
汽
車
に
の
り
、
英
都
に
む
か
い
、
夕
方
六
時
す
ぎ
ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
駅
に
着
い
た
。

駅
舎
に
は
、
ホ
テ
ル
の
ほ
う
か
ら
案
内
人
が
馬
車
を
も
っ
て
迎
え
に
来
て
お
り
、
｜
行
は
同
人
の
案
内
で
旅
宿
の
「
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ

こ
れ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
代
表
的
建
造
物
で
あ
り
、
一
八
六
四
年
に
三
十
万
ポ
ン
ド
を
費
し
て
完
成
し
た
、
客
室
数
六
百
、
七
階
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ホ
テ
ル
の
部
屋
の
な
か
で
、
な
に
か
書
き
も
の
を
す
る
と
き
は
、
灯
火
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
十
一
一
一
日
（
’
二
・
’
○
）
、
Ⅲ
曜
日
で
あ
っ
た
。
外
相
か
ら
返
書
が
来
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
、
柴
田
は
、
富
田
・
小
花
・
小
使

た
ち
を
連
れ
て
、
ロ
ン
ド
ン
名
物
の
ひ
と
つ
、
テ
ー
ム
ズ
川
の
ト
ン
ネ
ル
を
見
物
に
出
か
け
た
。

俗
に
〃
ラ
ン
ド
ン
・
タ
ン
ヌ
ル
“
と
も
呼
ば
れ
る
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
付
近
の
南
側
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
地
下
道
は
、
一
八
四
二
年

か
ら
四
三
年
に
か
け
て
完
成
し
、
’
八
六
○
年
代
に
束
ロ
ン
ド
ン
鉄
道
に
売
却
さ
れ
た
。
も
と
も
と
車
両
の
通
行
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も

の
だ
が
、
財
政
難
か
ら
傾
斜
路
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
六
○
年
代
ま
で
歩
行
者
の
た
め
の
地
下
道
と
し
て
川
い
ら
れ
た
。

や
が
て
束
ロ
ン
ド
ン
鉄
道
に
売
却
さ
れ
て
か
ら
は
、
地
下
道
鉄
道
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
下
道
の
長
さ
は
一
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
あ
り
、
馬
蹄
の
か
た
ち
を
し
た
ア
ー
チ
道
が
二
つ
あ
っ
た
。

二
十
瓜
日
（
一
二
・
一
二
）
、
ロ
ン
ド
ン
は
、
霧
に
お
お
わ
れ
た
。
柴
川
は
篇
川
・
小
花
・
堀
川
ら
を
と
も
な
い
、
人
災
博
物
鮒
（
一

七
Ⅱ
三
年
川
設
）
を
見
学
に
お
も
む
い
た
。

英
外
机
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
（
一
八
○
○
～
七
○
）
と
の
面
会
は
、
明
日
と
き
ま
っ
た
。
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
所
在
を
た
ず
ね
た
と

同
こ
ろ
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
お
わ
さ
ず
、
離
宮
で
す
ご
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

脈
翌
日
、
午
後
三
時
半
、
柴
田
は
随
員
を
何
人
か
し
た
が
え
、
外
務
省
に
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
を
た
ず
ね
た
。

蝶
こ
の
と
き
柴
田
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
た
趣
き
を
つ
た
え
、
さ
ら
に
鱗
物
の
目
録
お
よ
び
国
書
な
ど
を
手
わ
た
し
た
。

ｊ獄
一
一
十
七
日
（
一
一
一
・
一
四
）
、
水
品
は
柴
田
の
命
を
う
け
て
、
八
官
庁
お
よ
び
六
ヵ
国
（
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
プ
ロ
シ

》
」

刈
ァ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
イ
ス
）
の
公
使
館
を
お
と
ず
れ
、
柴
田
の
名
刺
を
投
じ
た
。
帰
途
、
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
を
一
周
し
て
帰
館
し
た
。

リギ
翌
日
、
柴
田
は
御
用
状
を
一
一
通
、
外
国
奉
行
菊
池
伊
予
守
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
付
の
カ
シ
ョ
ン
神
父
宛
の
書
簡
な
ど
の
郵
送
を
パ
リ
に

イ

翌
日
、
柴
田
は
御
用
状
を
一

い
る
エ
ラ
ー
ル
に
た
の
ん
だ
。
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柴
田
と
面
会
し
た
。

富
田
・
小
花
・
塩
田
ら
三
名
は
、
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
公
園
に
お
も
む
き
、
動
物
園
な
ど
を
見
学
し
た
。

二
十
九
日
（
’
二
・
一
六
）
、
午
前
十
時
半
、
柴
田
は
塩
田
を
し
た
が
え
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
帰
途
、
公
園

（
場
所
不
明
）
な
ど
を
一
周
し
て
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
０
エ
ン
ゾ
ニ
ア
ズ

こ
の
日
は
じ
め
て
英
国
陸
軍
工
兵
隊
の
工
兵
少
佐
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
が
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
紹
介
状
を
も
っ
て
来
訪
し
、
柴
田
一
行
の

案
内
係
に
な
っ
た
こ
と
を
つ
た
え
た
。

同
人
は
、
一
見
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
士
官
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
宮
内
大
臣
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
公
使
館
か
ら
館
員
な
ど
が
や
っ
て
き
て
、
答
礼
の
名
刺
を
お
い
て
い
っ
た
。

外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
命
を
う
け
た
プ
ラ
イ
ン
少
佐
は
、
朝
夕
の
各
一
回
ず
つ
、
ホ
テ
ル
に
顔
を
だ
し
、
｜
行
の
川
を
足
し
た
り
、
訪

問
先
の
案
内
や
手
順
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
日
、
か
れ
は
友
人
で
あ
る
士
官
二
名
を
と
も
な
っ
て
や
っ
て
来
、

が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

可
を
え
て
散
歩
に
で
か
け
た
。

十
一
月
一
日
（
’
二
・
一
ｎ

午
前
十
時
ご
ろ
、
案
内
人
（

で
ウ
リ
ッ
ジ
に
お
も
む
い
た
。

柴
田
ら
八
名
は
、
テ
ー
ム
ズ
川
を
蒸
気
船
で
く
だ
っ
た
も
の
か
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ウ
リ
ッ
ジ
ま
で
一
時
間
半
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
イ
ン
が
友
人
を
つ
れ
て
き
た
の
は
、
ど
う
も
日
本
人
を
な
か
ま
に
見
せ
て
や
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
小
花
・
偏
地
ら
は
、
許

ウ
リ
ッ
ジ
は
テ
ー
ム
ズ
川
南
岸
に
位
置
す
る
、
守
備
隊
駐
屯
の
町
で
あ
る
。
こ
こ
は
王
立
造
幣
廠
を
は
じ
め
、
兵
器
廠
、
造
船
所
な
ど

（
’
二
・
一
八
）
、
ロ
ン
ド
ン
は
濃
霧
で
あ
る
。
日
中
で
も
空
は
、
ま
る
で
夜
の
よ
う
に
暗
い
。

〉
、
案
内
人
の
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
や
っ
て
き
た
。
柴
田
は
従
者
ふ
た
り
を
残
し
、
随
員
六
名
と
と
も
に
ブ
ラ
イ
ン
の
案
内
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イギリスにおける柴 ;1訂

一
行
は
そ
れ
よ
り
造
船
所
内
で
、
船
中
で
用
い
る
ロ
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
作
業
場
、
帆
縫
所
、
諸
具
置
場
、
ド
ッ
ク
、
船
の
修
理
所
、

鋳
物
工
場
、
蒸
気
釜
製
作
場
、
小
道
具
製
作
場
な
ど
を
一
見
し
た
。

ズ
ィ
・
Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｑ
Ｉ
ｏ
７
ン
ド
・
＃
１
ゲ
イ
・
ク
ラ
ブ

帰
途
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
そ
の
会
員
で
あ
る
、
「
陸
海
正
ク
ラ
ブ
」
（
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
公
園
に
ち
か
い
）
を
お
と
ず
れ

か
つ
た
。

八
世
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
一
八
一

ウ
リ
ッ
ジ
に
着
い
た
一
行
は
、

も
つ
ぱ

専
ら
の
鉄
船
」
を
見
た
と
い
う
。

こ
れ
は
一
八
一
一
一
七
年
に
創
設
さ
れ
た
陸
海
軍
の
士
官
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
で
、
ポ
ー
ル
・
メ
ー
ル
の
三
十
六
番
地
か
ら
三
十
九
番
地
に
か

け
て
あ
る
石
造
り
の
堂
々
た
る
建
物
で
あ
る
。
当
時
の
会
員
数
は
、
千
数
百
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

各
部
屋
に
は
暖
炉
が
あ
り
、
図
書
室
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
そ
な
え
、
会
員
は
昼
夜
な
く
、
出
入
り
が
で
き
た
が
、
宿
泊
の
施
設
だ
け
は
な

士
。 こ
れ
は
お
そ
ら
く
鉄
製
の
軍
艦
を
見
学
し
た
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
柴
田
は
艦
名
そ
の
他
に
つ
い
て
、
日
記
に
何
も
記
し
て
い
な
い

が
、
「
サ
・
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
紙
（
一
八
六
六
・
一
・
一
○
付
）
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

十
二
月
十
八
Ⅱ
、
か
れ
ら
は
ウ
リ
ッ
ジ
の
造
船
所
を
視
察
し
、
女
王
陛
下
の
艦
で
あ
る
「
プ
リ
ン
ス
・
ア
ル
パ
ー
ト
」
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
イ
ー
グ
ル
」

号
を
く
わ
し
く
調
べ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
・
ド
ソ
ク
ヤ
ー
ド

行
の
ウ
リ
ッ
ジ
訪
問
の
大
き
な
目
的
は
、
同
地
に
あ
る
「
王
立
造
船
所
」
を
見
学
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
造
船
所
は
、
ヘ
ン
リ
ー
‐

に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
一
八
六
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

ク
レ
－
ン

リ
ッ
ジ
に
着
い
た
一
行
は
、
ま
ず
船
中
に
ボ
イ
ラ
ー
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
と
き
Ⅲ
い
る
蒸
気
起
重
機
を
見
た
の
ち
、
「
軍
用
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こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
”
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
〃
と
呼
ば
れ
る
新
聞
社
の
こ
と
だ
が
、
一
行
は
こ
こ
で
一
分
間
に
ニ
バ
○
枚
刷
る
と
い
う

凹
板
の
印
刷
機
で
、
じ
っ
さ
い
に
新
聞
が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
す
を
見
、
さ
ら
に
凹
仮
の
鋳
型
・
紙
型
な
ど
を
作
っ
て
い
る
部
局
、
新
聞
の

販
売
所
な
ど
も
の
こ
ら
ず
見
学
し
た
。

当
時
の
タ
イ
ム
ズ
社
の
社
員
の
数
は
お
よ
そ
四
百
名
、
昼
は
百
名
ほ
ど
の
従
業
員
が
い
そ
が
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。

当
時
の
新
聞
の
値
段
は
、
一
部
二
、
三
ペ
ニ
ー
（
一
ペ
ニ
ー
は
邦
貨
約
六
○
文
に
あ
た
る
）
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
一
行
が
訪
れ
た
の
は
、
ス
レ
ッ
ド
ー
ー
ー
ド
ル
街
に
あ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
六
几
四
年
に
飢
立
さ
れ
た
と
い
う
銀
行
で
、
ロ
ン
ド
ン
橘
か
ら
も
近
い
、
石
造
り
の
隈
ろ
う
な
建
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙

幣
が
器
械
に
よ
っ
て
刷
り
あ
が
っ
て
ゆ
く
過
稗
や
金
銀
の
硬
貨
を
つ
く
る
と
き
Ⅲ
い
る
材
料
貯
蔵
室
な
ど
も
一
見
し
た
。

来
客
芳
名
簿
に
署
名
を
も
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
め
く
っ
て
い
た
と
き
、
は
か
ら
ず
も
日
本
人
の
氏
名
を
発
見
し
た
柴
川
は
、
そ
れ
を
メ

モ
し
た
。

「
タ
イ
ム
ズ
」
新
聞
社
を
訪
れ
た
。

一
行
は
こ
の
ク
ラ
ブ
を
見
学
し
た
の
ち
、
六
時
前
に
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
シ
ド
ニ
ー
・
ロ
コ
ッ
ク
（
江
戸
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
書
記
官
）
を
と
も
な
い
、
ホ
テ
ル

に
や
っ
て
き
た
。
ロ
コ
ッ
ク
は
、
き
ょ
う
一
日
、
み
な
さ
ん
の
お
供
を
し
た
い
、
と
い
っ
た
。

プ
ラ
イ
ン
少
佐
ら
は
ま
だ
朝
食
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
か
、
紅
茶
と
パ
ン
を
摂
り
、
十
時
半
ご
ろ
柴
田
一
行
と
と
も
に
馬
車
で

し
じ

志
道
側
多

一
八
六
四
年
一
月
二
十
二
日
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イギリスにおける柴 守

部
局
な
ど
を
見
学
し
た
。

後
者
の
三
名
も
、
薩
摩
藩
の
密
航
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
で
あ
り
、
石
垣
税
之
介
と
は
、
新
納
刑
部
久
脩
の
変
名
で
あ
る
。
関
研
蔵
は
、
本

名
を
五
代
才
助
と
い
い
、
高
木
政
一
（
政
次
、
政
二
と
も
か
く
）
は
、
堀
荘
十
郎
の
お
な
じ
く
変
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
一
行
は
ロ
ン
ド
ン
塔
の
南
に
あ
る
「
王
立
造
幣
局
」
を
お
と
ず
れ
た
。

こ
の
造
幣
局
は
、
一
八
一
○
年
か
ら
翌
十
一
年
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
ロ
パ
ー
ト
・
ス
マ
ー
ク
卿
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

遠
藤
謹
介

伊
藤
春
輔

柴
田
は
気
づ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
、
す
べ
て
長
州
藩
の
密
航
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
年
月

日
の
記
赦
な
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
氏
名
が
み
ら
れ
た
。

渦
垣
鋭
之
介

モ
ー
ン
デ
ィ

柴
旧
だ
け
は
同
所
を
お
と
ず
れ
た
記
念
に
、
洗
足
日
（
貧
民
の
足
を
あ
ら
う
）
の
御
下
賜
金
と
し
て
鋳
造
さ
れ
る
一
一
ペ
ン
ス
銀
貨
を
血

中
か

こ
こ
で
は
金
銀
銅
を
う
す
く
延
べ
板
に
－
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
丸
く
打
ち
ぬ
き
、
歪
み
な
く
平
ら
に
し
た
り
、
貨
幣
の
表
面
に
刻
印
す
る

関
川
蔵

高
木
政
一

lll1lIf
尾村
ｌｉｌｉ弥
＝吉1ゴ
ーに】
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プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
よ
り
便
利
な
大
砲
を
発
明
し
た
こ
と
で
名
を
な
し
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
に
大
き
な
兵
器
工
場
を

つ
く
っ
た
。
工
場
を
お
と
ず
れ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
街
中
の
雑
蹄
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
砲
身
を
お
も
に
つ
く
っ
て
お
り
、
サ
ッ
マ
人

か
ら
叩
付
の
野
砲
一
門
の
注
文
が
あ
り
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
、
と
の
話
が
で
た
。

⑪
イ
ヤ
ル
・
ユ
ク
Ｘ
ｆ
Ⅱ
ン
ゾ

つ
い
で
「
王
立
収
Ⅲ
所
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
の
建
物
は
人
火
に
よ
り
一
一
度
焼
失
し
、
現
在
の
も
の
は
一
八
一
一
二
年
か
ら
川
四
年
に

か
け
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
イ
ト
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
が
、
い
ま
こ
こ
で
取
引
難
研
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

一
行
は
こ
こ
で
収
引
の
よ
う
す
を
一
見
し
た
。
屈
内
に
は
瓶
州
局
が
Ⅲ
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
通
信
網
に
よ
っ
て
世
界
門
地
の
時
候
。

附
雨
・
物
の
柵
場
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

兵
器
工
場
主
の
プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
同
所
ま
で
一
行
に
随
行
し
、
や
が
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
あ
と
一
行
は
、
「
ロ
ン
ド
ン
階
」
（
テ
ー
ム
ズ
川
左
岸
）
に
む
か
っ
た
。
こ
れ
は
城
壁
で
か
こ
ま
れ
た
五
角
形
の
と
り
で
で
あ
る
。

か
っ
て
は
王
宮
・
国
事
犯
濫
獄
・
造
幣
所
・
武
器
服
と
し
て
川
い
ら
れ
、
歴
代
の
王
冠
・
宝
石
額
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
い
ま
も
人
勢
の
兄

枚
と
釧
貨
数
枚
を
州
ら
れ
大
。

Ⅱ
ノ
ー
ー
ツ
鍾

て
い
る
。

ル
ま
で
迎
え
に
き
た
。

昼
す
ぎ
、
一
行
は
げ

一
行
は
夕
方
五
時
す
ぎ
帰
館
し
た
。

三
日
（
一
二
・
二
○
）
こ
の
日
、
桶
地
を
の
ぞ
く
全
員
が
視
察
に
で
か
け
た
。

オ
ー
ド
サ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
ス

も
と
陸
叩
大
尉
の
プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
い
ま
グ
リ
ニ
ッ
ジ
で
兵
器
工
場
を
営
ん
で
い
る
の
だ
が
、
ブ
ラ
ィ
ン
少
佐
と
と
も
に
ホ
テ

す
ぎ
、
一
行
は
賜
耶
に
分
乗
す
る
と
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
（
ロ
ン
ド
ン
東
部
、
テ
ー
ム
ズ
川
布
岸
）
に
む
か
っ
た
。
こ
こ
は
こ
ん
に
ち
グ

ッ
ジ
天
文
台
、
快
走
帆
船
カ
ッ
テ
ィ
サ
ー
ク
号
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
観
光
々
型
川
の
ひ
と
つ
と
な
っ
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同
午
後
二
吋
す
ぎ
、
柴
川
は
水
品
を
の
こ
し
、
残
り
す
べ
て
の
随
員
を
し
た
が
え
、
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
「
チ
ェ
ル
シ
ー

航
・
イ
ャ
ド
ホ
ス
ピ
，
ル

ネ
イ
ヴ
ｆ
・
丁
ン
ｒ
・
フ
ー
ミ
・
ア
サ
イ
ラ
ム

肌
王
立
廃
丘
〈
病
院
」
（
「
王
立
廃
丘
〈
病
院
」
）
と
「
陸
海
軍
孤
児
院
」
を
お
と
ず
れ
た
。

鋒
チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
廃
兵
病
院
は
、
テ
ー
ム
ズ
川
北
岸
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
街
に
あ
る
老
兵
の
た
め
の
病
院
で
あ
り
、
一
六
八
二

・
Ｊ

籾
年
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
一
世
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。

にス
そ
れ
は
石
造
り
の
堂
々
た
る
建
物
で
あ
り
、
当
時
六
百
名
ほ
ど
の
老
丘
〈
が
収
容
さ
れ
、
各
部
屋
は
暖
炉
を
そ
な
え
、
医
師
お
よ
び
看
護

リギ
婦
の
詰
所
、
読
書
室
な
ど
４
℃
完
備
さ
れ
て
い
た
。

イ

ー
行
は
こ
の
病
院
で
、
老
院
長
（
八
十
一
二
歳
）
よ
り
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
菓
子
な
ど
の
も
て
な
し
を
う
け
た
。

柴
田
は
文
久
遣
欧
使
節
団
の
随
員
と
し
て
渡
災
し
た
と
き
、
同
所
を
お
と
ず
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
二
度
目
の
訪
問
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
お
と
ず
れ
た
の
は
、
「
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
」
（
ロ
ン
ド
ン
塔
の
束
に
位
置
）
で
あ
る
。
こ
の
ド
ッ
ク
は
約
百
エ
ー
カ
の
地
に
、

’
八
○
五
年
に
四
百
万
ポ
ン
ド
の
巨
費
を
投
じ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
テ
ー
ム
ズ
川
の
三
つ
の
出
口
か
ら
入
船
で
き
、
た
め
池
（
係
船

水
域
）
に
は
四
百
隻
ま
で
収
容
で
き
た
。

一
行
は
こ
こ
で
、
茶
や
酒
類
の
保
税
倉
庫
を
見
学
し
た
が
、
そ
の
巨
大
な
建
物
と
施
設
に
一
鮪
を
喫
し
た
。
す
で
に
日
が
傾
き
か
け
て

い
た
の
で
、
各
ド
ッ
ク
や
蒸
気
に
よ
っ
て
開
閉
す
る
小
橋
な
ど
を
見
学
す
る
ひ
ま
は
な
く
、
夕
方
の
五
時
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
や
っ
て
き
た
。
か
れ
は
こ
れ
ま
で
日
本
使
節
が
視
察
に
お
と
ず
れ
た
先
々
で
世
話
に
な
っ
た

ひ
と
び
と
を
食
事
に
招
く
た
め
、
人
数
や
抓
待
状
な
ど
を
調
べ
た
。

イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
農
具
製
作
所
（
「
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
」
社
の
社
長
が
来
訪
し
、
柴
田
と
会
う
と
、
そ
の
兀
場
を
見
て

物
人
を
呼
ん
で
い
る
。

ほ
し
い
、
と
い
っ
た
。
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あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
あ
と
陸
海
軍
孤
児
院
を
お
と
ず
れ
た
。
同
所
は
兵
士
の
孤
児
（
汎
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
）
を
収
容
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
当
時

五
百
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
収
容
さ
れ
、
学
問
を
し
作
業
を
ま
な
ん
で
い
た
。

さ
い
ご
に
訪
れ
た
の
は
、
地
下
鉄
道
で
あ
る
。
一
八
六
三
年
に
完
成
し
、
パ
デ
ィ
ン
グ
ト
ン
か
ら
フ
ァ
リ
ン
グ
ト
ン
街
ま
で
の
四
マ
イ

ル
の
地
下
道
を
蒸
気
車
が
走
っ
て
い
た
。
工
事
費
は
、
一
マ
イ
ル
に
つ
き
五
十
万
ポ
ン
ド
か
か
っ
た
ら
し
い
。

存
車
内
は
ガ
ス
灯
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
、
夜
は
十
二
時
に
な
る
と
終
業
し
た
。
地
下
道
の
そ
こ
か
し
こ
に
採
光
口
が
み
ら
れ
た
。

午
後
六
時
す
ぎ
、
帰
航
。
プ
ラ
イ
ン
少
佐
よ
り
、
世
話
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
を
州
い
て
宴
を
Ⅲ
す
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。

五
日
（
一
二
・
二
二
）
、
午
前
十
時
前
に
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
や
っ
て
き
た
。

柴
Ⅲ
一
行
は
、
荷
物
の
半
分
を
ホ
テ
ル
に
あ
ず
け
、
午
前
十
時
に
川
血
で
旅
宿
を
川
る
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
駅
に
む
か
っ
た
。
同
行

者
は
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
ほ
か
、
プ
リ
マ
ス
に
勤
務
す
る
士
官
一
名
（
チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
廃
兵
病
院
院
長
の
む
す
こ
）
で
あ
る
。

一
行
は
十
一
時
発
の
汽
車
に
の
る
と
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
む
か
っ
た
。
ポ
ー
ッ
マ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
南
西
二
九
キ
ロ
に
位
悩
し
、
イ

ギ
リ
ス
海
峡
に
耐
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
有
数
の
耶
港
が
あ
る
港
町
で
あ
る
。
当
時
の
人
口
は
、
九
万
四
千
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
行
は
、
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
鉄
道
の
汽
車
に
ゆ
ら
れ
、
南
下
す
る
こ
と
約
四
時
間
半
、
午
後
二
時
半
ご
ろ
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
別
行
し
、

た
だ
ち
に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。

や
が
て
副
官
ケ
ッ
ク
ニ
ー
の
案
内
を
う
け
、
構
内
に
入
る
と
、
建
造
巾
の
甲
鉄
艦
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
」
号
を
お
と
ず
れ
、

こ
ま
か
に
見
学
し
、
そ
れ
よ
り
諸
所
を
み
て
ま
わ
っ
た
。

宏
大
な
赦
地
の
な
か
に
は
、
ド
ッ
ク
や
係
船
水
域
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
た
。
視
察
ち
ゅ
う
柴
川
は
、
先
年
竹
内
使
節
別
の
随
員
と
し
て

午
後
四
時
ご
ろ
、
柴
田
ら
は
小
花
を
ホ
テ
ル
に
の
こ
し
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
に
案
内
さ
れ
て
、
造
船
所
を
お
と
ず
れ
る
と
司
令
官
と
会
い
、
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イギリスにおける柴田日向守

ご
案
内
し
た
い
、
と
い
っ
た
。

翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
、
昨
日
の
副
宿
が
や
っ
て
来
て
、
一
同
を
ふ
た
た
び
造
船
所
に
案
内
し
た
。
司
令
官
は
不
在
で
あ
っ
た
の
で
会

え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
家
族
と
会
っ
た
。

そ
れ
よ
り
一
行
は
、
構
内
の
各
部
局
の
視
察
を
は
じ
め
た
。
器
械
を
用
い
て
ロ
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
三
階
建
の
建
物
を
手
は
じ
め
に
、

い
が
企

製
材
所
・
蒸
気
（
動
力
）
小
屋
・
溶
鉱
炉
。
鍛
冶
場
・
鋳
形
世
場
・
然
気
釜
製
作
所
・
小
道
具
製
作
場
・
鉄
板
（
川
鉄
艦
川
）
製
作
所
な

ど
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
見
て
ま
わ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
五
本
マ
ス
ト
の
砲
塔
を
そ
な
え
た
甲
鉄
艦
「
ミ
ノ
ト
ー
ル
」
号
（
長
さ
百
フ
ィ
ー
ト
、
幅
五
十
フ
ィ
ー
ト
、
糒
包
ト
ミ
１
，

１
６
一
一
ノ
ド

乗
員
七
百
名
）
を
見
学
し
、
水
夫
ら
に
よ
る
射
撃
の
操
練
を
み
た
。

午
後
一
時
半
ご
ろ
、
司
令
官
宅
に
も
ど
る
と
、
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
居
間
に
日
本
の
陶
器
が
い
く
つ
か
か
ざ
ら
れ
て
い
た
。

柴
田
は
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
木
彫
の
扇
を
子
ど
も
に
あ
た
え
た
。
三
時
す
ぎ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

旅
宿
に
も
ど
る
と
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
よ
り
、
造
船
所
の
技
師
（
工
兵
科
士
官
）
が
図
面
を
も
っ
て
説
明
に
く
る
の
で
、
食
瓢
を
だ
し
て

ほ
し
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
柴
川
は
す
こ
し
心
に
ひ
っ
か
か
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
晩
さ
ん
に
招
く
こ
と
に
し
た
。

夕
食
に
は
、
こ
の
技
師
の
ほ
か
、
か
っ
て
下
関
砲
撃
に
参
加
し
た
タ
ル
タ
ー
ル
号
の
い
ま
の
艦
長
夫
妻
な
ど
が
招
か
れ
た
。

七
日
（
一
二
・
二
四
）
、
日
曜
Ｒ
に
つ
き
、
見
学
は
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
は
、
明
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
け
れ
ど
、
砲
台
に

た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
た
と
き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
乗
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
の
海
軍
大
尉
と
は
か
ら
ず
も
再
会
し
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
号
は
、
折
か
ら
ド
ッ
ク
で
修
理
中
で
あ
っ
た
。
一
行
は
造
船
所
を
一
見
し
、
午
後
六
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

夕
食
に
は
副
官
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
の
海
軍
大
尉
が
招
待
さ
れ
、
両
人
は
柴
川
か
ら
キ
セ
ル
と
錦
絵
を
脳
ら
れ
、
夜
十
時
ご
ろ
帰
っ
て
行
っ
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件
で
あ
る
。

う
８
や

ま
ず
砲
兵
隊
の
馬
帰
（
一
一
階
処
、
一
階
は
馬
屋
、
一
一
階
は
兵
士
の
居
室
）
や
練
兵
場
な
ど
を
一
見
し
た
。

つ
い
で
海
岸
に
沿
っ
て
何
カ
所
か
あ
る
砲
台
を
お
と
ず
れ
た
。
砲
台
は
天
然
の
石
山
を
掘
り
さ
げ
て
造
っ
た
も
の
で
、
三
階
建
の
家
屋

ほ
ど
の
規
模
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
は
三
百
名
ほ
ど
の
兵
が
詰
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
砲
の
数
は
爪
十
数
門
、
火
薬
は
八
十

た
る
倣
え
、
戦
争
の
と
き
は
八
百
八
十
た
る
ほ
ど
た
く
わ
え
て
お
く
と
い
う
。

た
ま
た
ま
砲
台
建
造
係
の
士
官
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
一
同
そ
の
士
官
宅
に
招
か
れ
、
ビ
ー
ル
な
ど
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と

き
故
囮
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
Ⅲ
い
た
。

こ
の
日
か
ら
三
十
日
前
（
慶
応
元
年
九
月
十
六
日
Ⅱ
一
八
六
五
・
一
一
・
四
）
、
英
米
仏
剛
の
公
使
ら
は
、
軍
艦
九
隻
を
ひ
き
い
、
兵

庫
沖
に
い
た
り
、
幕
府
に
大
坂
と
兵
庫
（
神
戸
）
開
港
を
迫
っ
た
が
、
お
も
い
通
り
に
ゆ
か
ず
、
軍
艦
を
ひ
き
い
て
横
浜
に
も
ど
っ
た
事

見
物
に
Ⅲ
か
け
た
。

（
ク
リ
ス
マ
ス
）

翌
日
は
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
祭
に
つ
き
、
ホ
テ
ル
で
は
夕
方
よ
り
ダ
ン
ス
・
パ
ー
ー
フ
ィ
が
あ
り
、
ボ
ー
イ
や
女
中
ら
も
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
宿
泊
群
か
ら
か
れ
ら
に
対
し
て
祝
儀
を
だ
す
風
習
が
あ
る
の
で
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と

プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
い
う
の
で
、
柴
川
は
十
二
本
ば
か
り
州
っ
土
。

午
後
一
時
す
ぎ
、
昨
日
や
っ
て
き
た
技
師
の
案
内
で
、
柴
川
は
水
品
を
ひ
と
り
の
こ
し
、
随
員
の
す
べ
て
と
プ
ラ
イ
ン
と
と
も
に
砲
台

け
た
。

帰
途
、
馬
車
ご
と
渡
し
舟
に
の
り
、
ハ
時
半
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

旅
宿
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
き
、
ホ
テ
ル
の
主
人
や
召
使
い
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
使
節
の
み
な
さ
ん
も
参
加

寓
川
・
小
花
・
塩
川
ら
三
名
は
、
馬
車
で
ド
ラ
イ
ブ
に
川
か
け
た
。
こ
の
と
き
賜
車
を
十
台
ほ
ど
巡
ら
ね
た
ジ
プ
シ
ー
の
一
行
を
み
か
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ブ
ラ
ィ
ン
少
佐
の
家
族
と
同
人
の
親
友
の
夫
人
か
姉
妹
ら
し
き
も
の
が
ホ
テ
ル
に
来
て
お
り
、
柴
川
と
会
っ
た
。
が
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐

は
か
れ
ら
に
日
本
人
を
ひ
と
め
見
せ
る
た
め
に
呼
ん
だ
６
の
の
よ
う
に
お
も
え
た
。

翌
日
、
柴
田
は
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
の
家
族
が
お
な
じ
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
て
い
た
の
で
、
塩
田
に
命
じ
て
、
絹
布
と
扇
な
ど
を
贈
っ
た
。

こ
の
日
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
上
官
で
あ
る
オ
ー
ゥ
ェ
ン
陸
立
大
佐
が
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
来
、
柴
川
と
町
会
し
た
。
午
前
十
時
す
ぎ
、
カ

ゼ
を
ひ
き
床
に
つ
い
て
い
る
寓
川
を
の
ぞ
き
、
一
同
賜
恥
で
デ
ボ
ン
ポ
ー
ル
ト
へ
む
か
っ
た
。

ま
ず
士
官
お
よ
び
兵
卒
が
居
住
す
る
「
ラ
グ
ラ
ン
兵
舎
」
を
訪
れ
、
同
所
の
長
に
あ
い
さ
つ
し
、
名
刺
を
あ
た
え
た
。
そ
れ
よ
り
胸
雌

捉
将
宅
に
む
か
い
、
同
人
と
町
会
し
、
案
内
の
士
府
を
え
て
、
防
波
堤
（
〃
プ
リ
マ
ス
・
プ
レ
イ
カ
“
）
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
川
の
丸
」
の
Ⅸ
を
か
か
げ
た
蒸
気
船
が
一
隻
川
意
さ
れ
て
お
り
、
一
同
、
そ
れ
に
乗
る
と
沖
に
む
か
っ
た
。

防
波
堤
は
、
海
岸
か
ら
十
一
一
、
三
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
長
さ
一
マ
イ
ル
、
満
さ
四
二
フ
ィ
ー
ト
、
厚
さ
二
二
フ
ィ
ー
ト
、
堤
肛
部

の
平
ら
な
と
こ
ろ
は
、
五
十
フ
ィ
ー
ト
。
工
事
に
四
十
年
か
け
、
百
Ⅱ
十
万
ポ
ン
ド
の
巨
費
を
投
じ
た
と
い
う
。

と
い
▽
っ
◎

し
て
ほ
し
い
、
と
勧
め
る
の
で
、
一
同
服
装
を
あ
ら
た
め
、
舞
蹄
室
に
行
き
、
イ
ギ
リ
ス
人
ら
と
ダ
ン
ス
を
し
た
。

九
日
（
一
二
・
二
六
）
、
午
前
十
時
半
、
一
行
は
ホ
テ
ル
を
川
る
と
ポ
ー
ッ
マ
ス
の
駅
に
お
も
む
き
、
十
一
時
発
の
汽
車
で
プ
リ
マ
ス

九
日
（
三

に
む
か
っ
た
。

途
中
で
汽
車
を
二
度
ほ
ど
乗
り
か
え
、
夕
万
六
時
半
ご
ろ
プ
リ
マ
ス
に
着
く
と
直
ち
に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。

プ
リ
マ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
西
南
西
三
六
川
＋
ロ
の
地
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
面
し
た
港
町
で
あ
り
、
デ
ボ
ン
ポ
ー
ル
ト
と
ス
ト
ー

ン
ハ
ウ
ス
は
、
十
七
世
紀
以
来
の
耶
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

岡
川
摂
蔵
の
「
航
西
小
記
」
に
よ
る
と
、
市
町
は
ロ
ン
ド
ン
よ
り
淌
潔
な
う
え
、
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
人
口
は
十
二
刀
ほ
ど
で
あ
っ
た
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し
た
。

そ
れ
よ
り
捉
粁
の
案
内
を
う
け
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
モ
リ
ス
タ
ウ
ン
に
あ
る
「
キ
ャ
ム
造
船
所
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
こ
に
は
ド
ッ

ク
が
三
つ
、
係
船
水
域
が
二
つ
、
そ
の
他
各
価
の
工
場
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
見
し
た
。

午
後
川
時
す
ぎ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
夕
食
に
案
内
の
土
浦
お
よ
び
蒸
気
船
の
船
長
ら
を
招
い
た
が
、
ｆ
官
の
ほ
う
は
差
し
つ
か
え

が
あ
る
、
と
い
っ
て
州
待
を
こ
と
わ
り
、
船
長
だ
け
が
や
っ
て
き
た
。

プ
ラ
イ
ン
少
佐
よ
り
、
芝
居
を
観
た
り
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
一
同
そ
れ
を
固
辞

そ
の
後
、
｜
行
は
上
陸
す
る
，

ビ
ー
ル
な
ど
を
す
す
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
と
称
す
る
鉄
橋
で
あ
り
、
長
さ
が
二
二
四
○
ヤ
ー
ド
（
一
ヤ
ー
ド
は
三
尺
）
、
高
さ
は
一
一
二
○
フ
ィ
ー
ト
あ
っ

た
。
橘
の
う
え
に
線
華
路
が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
を
菰
気
車
が
往
来
し
、
橋
の
下
を
瓶
艦
が
行
き
来
し
て
い
た
。

一
同
、
燕
気
船
か
ら
、
そ
の
橘
を
見
あ
げ
、
そ
の
堂
々
と
し
た
す
が
た
に
目
を
み
は
っ
た
。

そ
の
後
、
｜
行
は
上
陸
す
る
と
、
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
に
あ
る
造
船
所
に
行
き
、
海
軍
提
督
宅
を
お
と
ず
れ
、
提
督
と
家
族
ら
と
会
っ
た
が
、

こ
の
堤
の
外
は
、
波
が
荒
く
、
満
ち
潮
の
と
き
は
波
が
堤
の
う
え
ま
で
打
ち
寄
せ
る
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
狼
沫
を
さ
け
る
場
所
が

設
け
て
あ
っ
た
。
堤
の
破
捌
は
、
年
々
す
す
み
、
そ
の
修
理
世
も
ば
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

防
波
堤
を
見
た
の
ち
、
一
同
ふ
た
た
び
燕
気
船
に
乗
り
、
港
に
も
ど
っ
た
。

つ
い
で
一
行
が
兄
学
し
た
の
は
、
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
と
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
地
区
と
を
む
す
ぶ
「
ア
ル
パ
ー
ト
橋
」
（
呪
・
タ
マ
ー
ル
橘
）

十
一
日
（
一
二
・
二
八
）
、
前
夜
、
夕
食
に
州
い
た
蒸
気
船
の
船
長
が
家
族
を
つ
れ
て
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
米
、
柴
川
ら
と
会
っ
た
が
、

こ
れ
は
ど
う
も
家
族
に
日
本
人
を
み
せ
る
た
め
の
主
意
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

で
あ
る
。
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ホ
テ
ル
に
は
、
肥
川
浜
五
郎
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
器
械
技
師
一
名
が
き
て
お
り
、
柴
川
と
会
っ
た
。
こ
の
と
き
、
先
年
瀞
使
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
や
っ
て
来
た
と
き
持
参
し
た
品
々
の
う
ち
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
オ
ラ
ン
ダ
人
宅
に
あ
ず
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
幕

化
の
教
師
ら
に
下
げ
わ
た
す
よ
う
取
り
は
か
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
冊
学
生
取
締
・
内
川
恒
二
郎
か
ら
の
言
づ
て
を
聞
い
た
。

ま
た
買
い
あ
げ
た
器
械
類
の
運
賃
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
御
川
金
の
う
ち
か
ら
、
一
万
四
千
ド
ル
支
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の
話
が
で

柴
田
は
、
じ
ぶ
ん
た
ち
が
見
世
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
百
も
承
知
し
て
お
り
、
あ
ま
り
ゆ
か
い
な
気
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
に
く
む
べ
し
」
と
日
記
に
し
る
し
て
い
る
。

柴
川
は
プ
リ
マ
ス
を
去
る
に
あ
た
り
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
陸
耶
大
佐
と
同
人
の
家
族
ら
と
会
い
、
別
れ
を
つ
げ
た
。
午
前
十
時
ご
ろ
、
一
同

プ
リ
マ
ス
の
ホ
テ
ル
を
出
る
と
、
駅
に
む
か
い
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く
汽
車
を
待
ち
、
十
一
時
十
五
分
発
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
鉄

道
の
汽
車
で
ロ
ン
ド
ン
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
パ
デ
ィ
ン
グ
ト
ン
駅
に
着
い
た
の
は
、
夜
七
時
す
ぎ
の
こ
と
で
、
直
ち
に
馬
車
で
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
に
む
か
い
、
ふ
た

た
び
そ
こ
に
入
っ
た
。

柴
田
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
建
物
は
、
先
年
、
竹
内
使
節
団
の
随
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
来
た
と
き
、
見
学
し
た
と
こ
ろ
で
あ

れ翌た
」＿ｒロ｡

翌
日
、
柴
田
は
富
田
と
塩
田
を
と
も
な
い
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
」
と
「
国
会
議
事
堂
」
を
お
と

日
本
使
節
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
っ
た
の
で
、
今
晩
か
ら
当
ホ
テ
ル
に
泊
り
た
い
、
と
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
い
っ
た
。

ま
た
視
察
旅
行
ち
ゅ
う
に
、
故
国
か
ら
御
川
状
や
御
沙
汰
書
、
さ
ら
に
外
国
人
と
の
往
復
書
簡
、
外
交
交
渉
の
対
話
記
な
ど
が
届
い
て

た
○
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十
二
月
二
十
九
円
の
晩
、
柴
田
閣
下
は
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
大
勢
の
陸
梅
耶
の
士
官
や
使
節
一
行
が
お
と
ず
れ
た
諸
施
設
と
関
係
が
あ
る

紳
士
ら
の
た
め
に
宴
会
を
伽
し
た
。
日
本
人
の
い
ん
ぎ
ん
さ
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ⅲ
珈
官
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
う
や
う
や
し
い
態
度
で
、
米
客
を

ひ
じ
ょ
う
に
温
か
く
、
親
切
に
迎
え
た
。
そ
の
冊
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

晩
さ
ん
は
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
宴
が
夜
お
そ
く
お
ひ
ら
き
と
な
っ
た
と
き
、
癖
を
呼
ん
だ
側
も
呼
ば
れ
た
ほ
う
も
、
互
い
に
満
足
げ
な
よ

う
す
だ
っ
た
。

国
会
議
事
堂
で
は
、
上
院
と
下
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
場
、
お
よ
び
各
部
屋
、
女
王
出
席
の
間
、
食
堂
、
図
書
室
な
ど
を
一
見
し
、
午
後

四
時
す
ぎ
い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

そ
の
後
、
柴
田
は
水
品
と
福
地
を
連
れ
て
ふ
た
た
び
外
出
す
る
と
、
外
務
省
を
お
と
ず
れ
、
外
務
次
官
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
モ
ン
ド
と
会

い
、
諸
所
を
見
学
で
き
た
礼
を
の
べ
、
御
川
状
に
大
い
す
る
返
書
を
も
と
め
た
り
し
た
。

同
夜
、
ロ
ン
ド
ン
や
ポ
ー
ッ
マ
ス
や
プ
リ
マ
ス
に
お
け
る
各
施
設
を
視
察
し
た
際
に
世
話
に
な
っ
た
、
主
だ
っ
た
者
を
招
待
し
て
の
晩

さ
ん
会
が
催
さ
れ
、
二
十
七
名
が
出
席
し
た
。
宴
は
夜
十
一
時
ご
ろ
お
わ
り
、
散
会
し
た
。

柴
川
が
主
催
し
た
こ
の
夜
の
宴
会
に
つ
い
て
、
『
ザ
・
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
（
一
八
六
六
・
一
・

一
○
付
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
か
か
げ
て
い
る
。

め
に
オ
ル
ガ
ン
が
波
奏
さ
れ
た
。

り
、
こ
れ
が
二
度
目
の
訪
問
で
あ
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
で
は
、
王
室
の
ひ
と
び
と
や
政
治
家
や
芸
術
家
の
墓
碑
や
記
念
碑
な
ど
を
見
て
ま
わ
っ
た
が
、
一
行
の
た

三
十
五
名
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
そ
の
巾
に
は
つ
ぎ
の
顔
ぶ
れ
が
あ
っ
た
。

将
軍
Ｊ
・
パ
ー
ゴ
イ
ン
郷
、
ロ
ン
ド
ン
塔
の
管
理
長
官
で
パ
ー
ス
大
勲
位
授
与
者
で
あ
る
パ
ー
ト
、
チ
ェ
ル
シ
ー
病
院
の
医
学
士
で
陸
軍
大
佐
で
あ
る

（
大
意
）
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こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
最
大
の
刑
務
所
で
あ
り
、
テ
ー
ム
ズ
川
畔
の
湿
地
帯
七
エ
ー
カ
の
地
に
つ
く
ら
れ
た
星
形
の
三
階
処
の
建
物
で
あ
る
。

男
女
千
二
百
名
ほ
ど
の
囚
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
招
待
さ
れ
は
し
た
が
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
つ
ぎ
の
面
々
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
副
総
戚
で
、
パ
ー
ス
大
勲
位
授
与
者
で
将
軍
の
八
・
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
卿
、
「
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
サ
イ
モ
ン
ズ
、
プ
ー
ラ
ー
中
将
、

提
督
の
マ
イ
ヶ
ル
・
セ
イ
モ
ー
郷
、
大
佐
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ゴ
ー
ド
ン
卿
な
ど
。

マ
マ

柴
川
Ⅱ
向
守
閣
下
と
主
席
秘
瞥
官
の
ミ
ズ
シ
マ
は
、
一
八
六
一
一
年
に
わ
が
国
を
お
と
ず
れ
た
一
行
の
な
か
に
い
た
》
」
と
は
、
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
よ

ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
卿
、
ウ
リ
ッ
ジ
造
船
所
の
所
長
で
あ
る
ダ
ン
ロ
ッ
プ
准
将
、
造
幣
局
の
所
長
、
ホ
ィ
ン
パ
ー
大
佐
（
ロ
ン
ド
ン
塔
）
、
陸
海
軍
孤
児
院
の

フ
イ
ヴ
丁
ン

所
長
で
あ
る
ア
ダ
ム
ズ
大
佐
、
イ
ギ
リ
ス
獅
耶
に
所
属
す
る
飛
竜
号
の
医
学
士
で
あ
る
バ
ー
ゴ
ィ
ン
大
尉
、
Ｇ
・
ロ
ッ
リ
ー
大
尉
（
副
官
）
、
日
本
公
使

館
付
書
記
官
の
シ
ド
ー
ー
ー
・
ロ
コ
ッ
ク
氏
、
海
軍
省
長
官
の
プ
リ
ッ
グ
ズ
氏
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
総
裁
ホ
ー
レ
イ
氏
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
鉄
道
の
総

支
配
人
で
あ
る
マ
ィ
ル
ズ
・
フ
ェ
ン
ト
ン
、
「
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
」
紙
の
ラ
イ
ト
氏
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
の
長
有
パ
イ
ス

か
れ
ら
は
そ
の
年
の
刀
国
博
覧
会
の
す
ば
ら
し
さ
の
こ
と
を
鮮
明
に
お
ぼ
え
て
い
る
。
け
れ
ど
今
回
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
を
ひ
Ｃ
よ
う
に
興
味
ぶ
か
く
、

か
つ
有
益
な
も
の
と
す
る
、
数
多
く
の
珍
し
い
も
の
や
進
歩
の
証
拠
を
い
く
つ
も
見
い
だ
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
。

氏
な
ど
で
あ
る
。

う
だ
。

午
後

十
三
日
（
一
二
・
三
○
）
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
の
造
船
所
を
お
と
ず
れ
た
と
き
に
案
内
し
て
く
れ
た
副
官
ケ
ッ
ク
ニ
ー
は
、
前
夜
か
ら
ラ
ン

ム
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
の
朝
、
柴
田
と
お
な
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
と
と
も
に
朝
食
を
と
つ

れ
た
。

時
半
す
ぎ
、
柴
川
は
端
川
を
と
も
な
い
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
と
ケ
ッ
ク
ー
ー
ー
の
案
内
で
「
ミ
ル
パ
ン
ク
刑
務
所
」
を
見
学
に
お
と
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日
暇
日
に
は
、
肉
は
あ
た
え
ら
れ
ず
、
代
わ
っ
て
チ
ー
ズ
が
く
ば
ら
れ
た
。

刑
務
所
見
学
の
あ
と
、
一
行
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
刀
剣
工
場
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
れ
は
政
府
抑
川
述
の
小
さ
な
工
場
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
サ
ー
ベ
ル
の
強
度
か
ら
刃
味
ま
で
調
べ
、
出
荷
し
て
い
た
。
四
時
す
ぎ
、
一
同
は
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

先
年
幕
府
の
遣
欧
使
節
団
（
竹
内
下
野
守
一
行
）
を
江
戸
か
ら
ス
エ
ズ
ま
で
運
ん
だ
英
艦
「
オ
ー
デ
ィ
ン
」
号
の
軍
医
が
ホ
テ
ル
に
や
っ

て
き
て
、
柴
田
と
再
会
し
た
。
両
人
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
て
別
れ
た
。

刑
務
所
の
外
観
は
、
砥

ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

’
八
二
一
年
に
建
吟

校
」
が
建
て
ら
れ
た
。

う
の
で
あ
る
。

刑
務
所
で
あ
る
た
め
建
物
は
堅
牢
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
囚
人
は
男
女
く
つ
に
わ
け
ら
れ
、
ひ
と
り
づ
つ
独
房
に
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し

は
た

て
非
の
軽
諏
に
よ
り
、
土
木
工
那
に
駆
り
だ
さ
れ
た
り
、
靴
や
カ
バ
ン
を
つ
く
っ
た
り
、
機
を
織
っ
た
り
、
縫
物
な
ど
の
労
働
に
し
た
が

囚
人
は
好
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
食
物
の
配
給
を
う
け
た
。

１ｊ
・
…
…
…
：
…
…
四
オ
ン
ス

じ
ゃ
が
い
も
…
…
一
ポ
ン
ド

パ
ン
…
…
…
…
…
二
○
オ
ン
ス

年
に
建
物
は
完
成
し
、
一
八
九
○
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
一
九
○
三
年
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
に
「
王
立
陸
軍
軍
医
学

冷
た
く
、
重
苦
し
い
印
象
を
あ
た
え
た
よ
う
だ
が
、
屋
内
に
は
調
理
場
・
浴
室
・
洗
た
く
場
・
病
院
・
遊
歩
場
な
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イギリスにおける柴 可守

十
一
月
十
狐
日
（
一
八
六
六
・
一
・
一
）
、
年
が
あ
ら
た
ま
っ
て
洋
鵬
の
元
旦
で
あ
る
。

柴
田
は
小
使
の
シ
ャ
ル
ル
か
ら
、
年
賀
と
し
て
革
製
の
サ
イ
フ
を
贈
ら
れ
た
。
午
前
九
時
水
品
と
塩
田
を
翻
守
番
と
し
、
の
こ
り
の
随

員
を
し
た
が
え
た
柴
川
は
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
に
お
も
む
く
た
め
に
、
馬
車
で
リ
バ
プ
ー
ル
駅
に
む
か
っ
た
。

駅
で
し
ば
ら
く
汽
車
を
待
っ
た
の
ち
、
十
時
発
の
汽
車
で
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
に
お
も
む
い
た
。
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
東

北
束
一
一
一
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
人
、
三
刀
肛
千
ほ
ど
の
町
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
農
機
具
工
場
」
を

見
学
す
る
の
が
、
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

一
行
を
の
せ
た
汽
車
は
、
平
坦
な
麦
畑
を
走
る
こ
と
約
二
時
Ⅲ
、
お
昼
ご
ろ
目
的
地
に
背
い
た
。

駅
舎
で
一
行
は
、
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
社
の
社
員
に
Ⅲ
迎
え
ら
れ
、
直
ち
に
賜
車
に
の
る
と
、
会
社
に
む
か
っ
た
。
こ
の
会

祉
は
二
七
八
几
年
の
作
ｌ
パ
リ
の
パ
ス
テ
ィ
ー
ュ
の
氷
献
が
此
衆
に
（
樋
さ
れ
る
数
か
Ⅱ
前
に
Ｉ
、
ロ
バ
ー
ｌ
ラ
ン
サ
ム
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
小
さ
な
鉄
工
場
を
母
体
と
し
て
発
展
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

当
時
は
農
機
具
の
ほ
か
に
、
鉄
道
川
の
蹄
Ⅵ
や
転
倣
機
、
ボ
ル
ト
、
カ
ン
ヌ
キ
な
ど
も
つ
く
っ
て
い
た
。
柴
川
が
こ
の
町
を
お
と
ず
れ

る
気
に
な
っ
た
の
は
、
十
一
月
四
日
に
旅
橘
の
ほ
う
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
社
長
が
や
っ
て
き
て
、
ぜ
ひ
工
場
を
見
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
か
ら

十
四
日
（
一
二
・
三
一
）
、
こ
の
日
は
洋
鵬
の
大
町
日
に
あ
た
る
。
御
の
よ
う
す
は
、
な
ん
ら
ふ
だ
ん
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
一

般
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
家
庭
で
は
、
家
族
ま
た
は
近
親
者
が
あ
つ
ま
っ
て
酒
を
飲
み
、
語
り
あ
う
だ
け
で
あ
る
。

繍
川
と
小
柁
は
、
散
歩
に
で
か
け
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
行
か
ら
、
一
月
三
日
の
午
後
に
来
訪
あ
り
た
い
、
と
の
謝
簡
が
Ⅲ
い
て
い

た
。

＊
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ロ
ン
ド
ン
の
旅
宿
に
も
ど
っ
た
の
は
、
夜
七
時
半
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

翌
日
、
午
前
十
一
時
柴
川
は
、
小
使
い
の
休
左
衛
門
と
平
七
を
の
こ
し
、
ほ
か
一
同
を
と
も
な
い
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
リ
ー
ジ
ェ

ン
ト
街
に
あ
る
ハ
ー
パ
ー
ト
・
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
の
写
真
館
に
で
か
け
、
め
い
め
い
肖
像
写
真
を
と
っ
た
。

サ
ウ
ス

そ
の
あ
と
「
南
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
」
と
「
園
芸
協
会
」
に
む
か
い
、
そ
》
」
で
陶
器
や
油
絵
、
船
の
模
醐
、
ガ
ラ
ス
器
、
草
花
な
ど

を
見
学
し
、
午
後
四
時
ご
ろ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

五
時
半
す
ぎ
、
ふ
た
た
び
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
外
出
す
る
と
、
「
剣
法
道
場
」
を
一
見
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
ロ
ン
ド
ン
・
フ
ェ

し
た
。 工
場
の
規
模
は
大
き
く
、
オ
ウ
ェ
ル
川
の
河
畔
に
あ
っ
た
。
柴
川
に
よ
る
と
、
官
営
の
工
場
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
行
は
製
鉄

う
れ

ず
＆

所
や
鋳
造
所
、
鋳
型
を
つ
く
っ
て
い
る
所
な
ど
を
見
て
ま
わ
っ
て
か
ら
、
各
穰
の
腱
機
具
（
（
写
寶
蓼
“
）
ｌ
畝
を
つ
く
る
器
械
（
鋤
）
、

じ
ゃ
が
い
も
を
掘
る
器
械
、
わ
ら
を
寸
断
す
る
器
械
、
麦
や
豆
な
ど
を
枌
砕
す
る
器
械
（
脱
殻
機
）
な
ど
を
見
学
し
た
。

こ
れ
ら
の
農
共
は
、
す
べ
て
蒸
気
を
川
い
ず
、
手
で
う
ご
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。

見
学
を
お
え
た
一
行
は
、
広
大
な
庭
園
に
取
り
か
こ
ま
れ
た
社
長
の
家
に
案
内
さ
れ
、
家
族
一
同
か
ら
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。

つ
い
で
一
行
が
お
と
ず
れ
た
の
は
、
「
パ
テ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ス
ト
ー
ン
会
社
」
で
あ
る
。

も
つ

こ
れ
は
「
人
為
を
以
て
石
を
造
り
出
せ
る
製
工
所
」
（
「
仏
英
行
」
）
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
の
》
」
と
で
あ
ろ
う
。

ふ
つ
う
の
土
砂
に
薬
種
を
調
合
し
た
も
の
（
セ
メ
ン
ト
？
）
に
水
を
く
わ
え
る
と
、
た
ち
ま
ち
随
意
の
石
が
で
き
あ
が
る
の
を
見
て
、
柴

旧
ら
は
き
も
を
つ
ぶ
し
た
。

で
あ
る
。

一
行
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
法
を
し
る
し
た
本
を
順
ら
れ
た
の
ち
、
駅
に
む
か
い
、
午
後
四
時
の
汽
車
で
イ
プ
ス
ワ
ィ
ッ
チ
を
あ
と
に
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イギリスにおける柴 守

ク
ト
リ
ァ
駅
に
む
か
っ
た
。

ま
た
タ
イ
ム
ズ
紙
社
の
社
主
に
は
、
約
束
ど
お
り
和
紙
を
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
膿
機
具
工
場
の
社
長
に
は
肖
像
写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
あ

た
え
る
こ
と
に
し
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
を
通
じ
て
鵬
る
こ
と
に
し
た
。

パ
リ
に
い
る
ヴ
ェ
ル
ー
ー
ー
か
ら
、
臨
川
宛
の
手
紙
が
き
て
お
り
、
そ
れ
に
は
冊
国
の
さ
い
の
郵
船
の
へ
や
わ
り
の
こ
と
、
術
は
グ
ラ
ン

ト
テ
ル
と
し
、
へ
や
を
予
約
し
た
こ
と
な
ど
が
沸
か
れ
て
い
た
。

ン
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
」
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
見
物
を
お
え
た
一
行
は
、
夜
七
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

同
夜
、
席
川
と
柵
地
、
小
花
と
堀
川
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ
た
り
一
組
と
な
っ
て
散
歩
に
出
か
け
た
。
南
川
と
禰
地
は
、
ど
う
も
街
蝸
に

市
を
か
け
ら
れ
、
私
娼
鮒
に
足
を
ふ
み
入
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
こ
う

柴
川
は
日
記
に
、
「
達
一
一
一
は
源
一
の
私
交
事
件
に
附
添
へ
る
な
り
」
と
し
る
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
七
日
（
一
・
三
）
、
小
花
と
塩
川
は
、
為
勝
の
件
で
銀
行
に
行
っ
た
。

午
後
二
時
半
、
柴
川
は
水
品
と
塩
川
を
と
も
な
い
外
務
宵
に
外
川
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
を
た
ず
ね
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
世
話
に
た
い
す
る
礼

を
の
べ
、
か
つ
い
と
ま
ご
い
を
告
げ
た
。
ま
た
返
書
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
述
べ
る
と
、
す
で
に
日
本
に
発
送
ず
み
だ
と
い
っ
た
。
そ
れ

で
は
そ
の
写
し
を
拝
見
し
た
い
、
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
は
川
意
が
で
き
な
い
の
で
、
い
ず
れ
パ
リ
の
ほ
う
に
郵
送
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、

と
の
Ⅲ
答
を
え
た
。
つ
い
で
ハ
モ
ン
ド
次
官
に
も
伽
会
し
た
。

ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
て
か
ら
、
柴
田
は
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
現
金
で
応
分
の
謝
礼
を
し
、
イ
ギ
リ
ス
ま
で
付
い
て
き
て
く
れ
た
シ
ャ
ル
ル
に

は
一
両
小
判
を
あ
た
え
た
。

腿
応
元
年
十
一
Ⅱ
十
八
日
（
一
八
六
六
・
一
・
四
）
、
午
後
七
時
前
、
柴
Ⅲ
一
行
は
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
を
引
き
払
い
、
賜
巾
で
ヴ
ィ

7３



農
曰
意
ト
・
員
・
再
§
＆
○
註
目
国
営
⑤
②
切
戴
（
ぐ
・
」
・
ぐ
戸
ｌ
ｚ
ｏ
・
］
の
①
．
Ｆ
・
日
。
Ｐ
日
ロ
①
⑪
ロ
ミ
・
□
の
ｐ
ｐ
ｑ
」
の
３
）
・
柴
Ⅲ
一
行
が
日
本

人
係
の
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
の
世
話
を
う
け
、
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
ポ
ー
ッ
マ
ス
な
ど
、
各
所
を
訪
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。

船
中
で
は
、
た
ま
た
ま
パ
リ
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
へ
出
張
す
る
、
ロ
コ
ッ
ク
書
記
官
と
会
っ
た
。
同
人
は
、
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
か
ら
、
日

本
人
一
行
の
世
話
を
た
の
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
日
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
は
、
荒
れ
も
よ
う
で
あ
っ
た
。
風
浪
が
商
く
、
航
海
が
お
も
い
や
ら
れ
た
。

安
の
じ
よ
う
、
出
帆
し
、
沖
に
で
る
と
、
船
は
は
げ
し
く
ゆ
れ
だ
し
た
。
二
時
間
以
上
も
、
よ
た
よ
た
と
激
し
く
荒
れ
狂
う
海
を
す
す

み
、
お
昼
す
ぎ
、
よ
う
や
く
カ
レ
ー
の
港
に
着
い
た
。

そ
の
こ
ろ
に
は
、
よ
う
や
く
風
が
、
お
さ
ま
っ
て
い
た
。
一
同
、
船
に
ゆ
ら
れ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
か
ら
、
疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
て
お
り
、

暖
か
な
茶
を
の
む
気
力
も
な
く
、
す
ぐ
に
パ
リ
行
の
汽
車
に
の
っ
た
。

パ
リ
の
北
駅
に
着
い
た
の
は
夕
刻
の
六
時
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
駅
で
は
ヴ
ェ
ル
ー
ー
ー
が
馬
車
を
Ⅲ
怠
し
、
一
行
を
出
迎
え
た
。
…
…

汽
車
で
、

乗
っ
た
。

駅
に
は
小
使
い
シ
ャ
ル
ル
の
す
が
た
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
人
は
駅
を
ま
ち
が
え
、
荷
物
と
と
も
に
別
な
駅
に
お
も
む
い
た
よ
う
だ

っ
た
。
行
き
ち
が
い
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ル
ル
の
こ
と
は
、
案
内
係
の
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
た
の
み
、
｜
同
、
七
時
半
発
の
ロ
ン
ド
ン
・
チ
ャ
ッ
ト
ナ
ム
・
ド
ー
ヴ
ァ
鉄
道
の

汽
車
で
、
ド
ー
ヴ
ァ
に
む
か
っ
た
。
九
時
す
ぎ
ド
ー
ヴ
ァ
に
着
き
、
こ
こ
で
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
い
と
ま
ご
い
を
告
げ
、
直
ち
に
蒸
気
船
に

〔
資
料
二
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｜
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諜
迺
一
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Ｗ
型
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聞
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，
t
h
e
L
o
n
d
o
n
D
o
c
k
s
，
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『
す
の
ｂ
ｍ
Ｈ
ｑ
８
。
】
ロ
乱
⑩
８
の
三
日
日
田
○
口
曲
目
○
六
口
『
昌
・
目
】
の
｛
８
日
日
】
の
⑪
】
○
コ
の
『
・
ロ
ロ
Ｑ
ｍ
Ｂ
【
Ｐ
ｍ
ｎ
８
日
日
日
の
Ｑ
ｄ
望
三
口
）
。
『

、
１
コ
の
．
”
⑥
Ｐ
口
ゴ
ロ
○
回
ロ
［
日
ロ
三
口
の
。
。
．
”
・
Ｚ
．
．
⑪
ロ
ロ
○
コ
牙
の
》
『
閂
『
】
ぐ
巴
日
〔
。
①
ヨ
ロ
ロ
貝
い
、
【
ｏ
１
の
⑪
［
。
の
ぐ
四
コ
○
口
⑪
口
駒
ｄ
ｏ
ロ
一
目
「
四
一

○
つ
の
【
口
は
。
。
⑪
○
命
〔
す
【
口
の
ゴ
ー
。
、
。
、
ユ
ゴ
ロ
］
ロ
い
・
ロ
］
○
口
、
ゴ
ー
。
、
。
②
ゴ
ロ
】
『
臥
的
口
［
】
。
崎
ワ
『
の
（
○
口
【
ゴ
ー
ｃ
ｏ
２
の
『
二
三
の
「
の
⑦
〆
ロ
）
ｏ
〕
［
の
口
陣
ｐ
Ｑ
の
×
ロ
一
画
一
コ
の
Ｑ

（
。
（
ロ
の
Ｈ
ロ
》
、
○
ぐ
の
『
回
］
四
コ
四
一
」
【
ゴ
ロ
◎
す
］
ロ
の
⑫
い
つ
の
９
口
一
一
『
ロ
ロ
ロ
ロ
（
の
Ｑ
芹
。
【
す
の
□
『
。
。
口
、
の
。
〔
（
す
の
ロ
、
⑪
（
四
口
・
」
■
□
い
□
｛
ど
の
『
の
口
］
⑪
。

ぐ
『
の
弓
○
句
冨
司
］
シ
で
受
、
闇
○
○
三
菖
の
の
Ｓ
Ｚ
男
、
司
○
弓
の
冒
呂
・
’
○
．
岳
の
］
⑫
（
ご
印
（
・
〔
。
①
の
〆
（
の
ロ
の
ゴ
の
ｐ
ｍ
１
ｏ
Ｅ
一
目
『
口
］
】
ヨ
ロ
ー
の
‐

ヨ
の
。
バ
ヨ
○
門
丙
⑪
Ｃ
｛
夛
昌
の
⑪
の
日
・
幻
回
。
⑫
○
ヨ
の
⑫
ロ
ゴ
い
の
『
ロ
】
⑪
。
②
（
旨
ロ
⑩
ゴ
】
Ｏ
ロ
ゴ
の
『
の
く
厨
〕
【
の
Ｑ
す
ご
［
す
の
⑰
⑪
Ｑ
一
の
〔
ご
ｍ
日
い
す
の
Ｑ
］
ロ
ロ
ロ
ゴ
の
⑫
の
、
の
口
‐

【
］
の
日
①
ロ
・
勇
う
○
四
【
の
。
◎
ヨ
ヨ
ー
⑫
⑪
一
○
コ
Ｃ
ロ
ワ
豈
戸
ゴ
の
一
「
○
○
ぐ
の
『
ロ
ロ
】
の
ロ
庁
【
。
ご
い
ロ
⑦
、
（
【
ロ
の
ロ
ユ
コ
９
℃
四
一
旨
Ｑ
こ
い
芹
『
厨
一
の
の
日
ワ
ー
ー
⑩
ロ
日
の
ロ
（
⑪

】
ロ
（
ず
】
の
○
○
口
ロ
［
『
く
・
口
ゴ
ロ
［
。
『
○
つ
ｏ
「
〔
こ
つ
ｏ
ロ
パ
ロ
の
ぐ
ロ
ゴ
○
口
の
穴
》
ロ
Ｑ
⑪
。
｛
Ｈ
ゴ
⑪
。
可
〕
。
の
Ｈ
『
ロ
】
○
ｍ
（
⑪
口
一
（
Ｐ
ケ
］
の
｛
○
円
〕
口
【
『
ｏ
Ｑ
Ｐ
ｏ
画
○
コ
－
．
斤
。

【
す
⑱
Ｑ
ｏ
Ｂ
一
日
○
コ
の
。
命
（
ロ
の
日
『
○
○
○
コ
。

．
．
『
琴
の
ト
○
ヨ
且
。
ヨ
ロ
司
口
○
奇
計
ロ

ロ
ン
ド
ン
の
東
北
束
一
一
一
」

見
学
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。

イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
、
的
、
位

雌
回
し
た
と
あ
る
。

〔
溢
料
二
〕

〔
》
否
『
ゴ
ロ
、
耳
、
「
⑤
い
い
。
。
（
］
ロ
ロ
・
］
。
ご
］
、
の
①
）
・

二
キ
ロ
に
位
慨
す
る
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
町
を
訪
れ
、

各
秘
の
腿
器
具
を
見
た
と
き
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

「
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
腱
機
具
工
吻
」
を

け
ん

と
／
、
に
一
行
は
耕
作
川
の
溌
引
車
に
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シ
ロ
の
ヨ
ゴ
ロ
。
［
】
○
コ
の
口
四
コ
⑩
。
。
。
ヨ
ワ
ヨ
ご
ｍ
〔
ず
の
日
○
の
［
『
の
○
の
口
【
一
日
ロ
『
ｏ
ぐ
の
ョ
の
ロ
厨
〔
○
『
口
い
ユ
ｏ
ｐ
－
Ｂ
３
］
ロ
ロ
『
ロ
。
⑪
の
②
。
ゴ
ロ
⑪
【
。
①
の
ロ
ワ
’

）
の
ｇ
ｏ
｛
日
凹
『
穴
①
Ｑ
ｇ
（
の
貝
一
○
コ
．
シ
〔
（
の
『
Ｂ
画
ロ
、
一
口
。
◎
す
呉
昏
の
『
の
②
丘
の
。
Ｓ
○
命
岳
の
⑪
の
ゴ
］
。
『
ロ
ロ
ｎ
日
目
富
『
・
可
・
Ｐ
幻
目
⑩
Ｏ
Ｂ
の
．

〔
ず
。
ｂ
、
ユ
冤
三
の
『
の
ｎ
ｏ
ゴ
ロ
ロ
ｏ
【
①
□
一
○
〔
ロ
の
勺
口
斤
の
。
（
の
［
○
コ
⑦
ご
『
。
『
六
⑫
マ
ミ
コ
の
【
の
【
す
の
］
ヨ
の
『
の
国
］
Ｐ
ｏ
ｐ
の
⑪
〔
。
。
｝
の
す
の
Ｑ
【
。
⑪
①
の
⑪
口
ゴ
ロ

［
『
ロ
ロ
⑫
ざ
『
日
の
ロ
ヨ
（
○
百
ａ
⑭
【
○
コ
の
ご
凹
冒
ミ
ョ
ヨ
日
の
の
・
ワ
昌
冨
『
・
句
「
８
の
１
．
穴
刀
自
⑫
Ｏ
Ｂ
の
．
⑪
ヨ
い
の
ロ
】
○
口
の
□
『
。
Ｂ
⑪
ｍ
・
弓
。
の
『
の
〆
，

ｂ
『
⑮
の
⑭
の
Ｑ
〔
ず
の
『
ゴ
⑫
の
］
く
の
⑭
口
②
。
］
ぬ
ゴ
一
望
⑪
ロ
ー
い
｛
一
の
ロ
ニ
ミ
ー
［
。
⑧
一
一
［
ロ
の
『
の
ロ
ヨ
ヨ
ー
コ
旨
已
⑪
｝
ご
局
ロ
。

⑪
。
○
三
三
口
・
ロ
ゴ
Ｑ
の
－
－
９
戸
の
Ｑ
ｐ
ｐ
【
ゴ
の
『
。
ｐ
⑫
。
。
【
ロ
ロ
】
の
ロ
〔
の
。
三
二
コ
】
、
す
□
厨
で
一
口
『
の
Ｑ
［
す
回
〔
穴
の
⑦
ロ
ロ
ゴ
ロ
ー
コ
【
の
］
］
」
ぬ
の
ロ
（
○
ケ
い
の
『
ぐ
四
【
》
○
コ
［
Ｃ
『

デ
ミ
ゴ
ー
。
。
［
す
の
］
ロ
ロ
ロ
コ
の
⑪
の
口
「
の
⑪
○
一
二
の
一
一
六
コ
○
一
ご
づ
。

，
ご
局
ト
・
員
・
斡
目
Ｑ
Ｑ
風
目
圃
９
局
い
い
３
（
］
口
Ｐ
］
Ｐ
］
、
の
①
）
・

柴
田
一
行
が
イ
ギ
リ
ス
到
着
後
、
娯
楽
や
観
光
に
時
を
費
や
す
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
じ
っ
さ
い
役
に
立
つ
諸
施
設
お
よ
び
興
味
を
ひ

く
場
所
を
お
と
ず
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
滞
在
ち
ゅ
う
の
訪
問
地
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

○
口
”
］
』
勺
シ
ヱ
ロ
の
向
く
】
四
『
○
飼
い

国
自
の
ロ
メ
。
Ｃ
一
一
の
ゴ
○
望
の
嵐
ワ
ｇ
口
頭
一
○
コ
、
四
コ
。
【
ロ
ヨ
ー
ロ
コ
。
⑫
巳
（
⑮
一
の
［
（
Ｐ
。
。
□
。
。
［
。
『
宅
ロ
ユ
②
。
。
。
芹
ゴ
の
李
岳
ご
ぃ
（
・
ご
ご
（
の
。
Ｂ
ロ
曲

〔
資
料
三
〕

7７



t
o
m
a
k
e
a
s
h
o
r
t
s
t
a
y
i
n
F
r
a
n
c
e
,
a
n
d
l
e
a
v
e
M
a
r
s
e
i
l
l
e
s
f
O
r
J
a
p
a
n
b
y
t
h
e
M
e
s
s
a
g
e
r
i
e
s
l
m
p
e
r
i
a
l
e
s
s
t
e
a
m
e
r

ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｌ
９
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ
・
D
u
r
i
n
g
a
s
t
a
y
o
f
b
a
r
e
l
y
t
h
r
e
e
w
e
c
k
s
i
n
t
h
i
s
c
o
u
n
t
r
y
t
h
e
y
h
a
v
e
v
i
s
i
t
e
d
u
n
d
e
r
t
h
e

a
b
l
e
g
u
i
d
a
n
c
e
o
f
M
a
j
o
r
B
r
i
n
e
，
a
g
r
e
a
t
n
u
m
b
c
r
o
f
n
a
t
i
o
n
a
］
i
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
a
n
d
o
t
h
e
r
p
l
a
c
e
s
o
f
i
n
t
e
r
e
s
t
，
ａ
ｓ

ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｂ
ｅ
ｓ
ｅ
ｅ
ｎ
ｂ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
ｆ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
h
e
i
r
i
t
i
n
e
r
a
r
y
．

⑭｛

Ｉ
ｔ
ｉ
ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｙ
ｏ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｈ
ａ
v
e
w
a
s
t
e
d
n
o
t
i
m
e
i
n
p
l
e
a
s
u
r
e
-
s
e
e
k
i
n
g
，
o
r
m
e
r
e
s
i
g
h
t
-
s
e
e
i
n
g
：

t
h
e
i
r
i
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
s
h
a
v
i
n
g
b
e
e
n
s
t
r
i
c
t
l
y
c
o
n
f
m
e
d
t
o
o
b
j
e
c
t
s
o
f
a
u
s
e
f
u
l
a
n
d
t
h
o
r
o
u
g
h
l
y
p
r
a
c
t
i
c
a
l
n
a
‐

t
u
r
e
・
O
n
t
h
e
l
8
t
h
D
e
c
e
m
b
e
r
t
h
e
y
i
n
s
p
e
c
t
e
d
W
o
o
l
w
i
c
h
D
o
c
k
y
a
r
d
・
e
x
a
m
i
n
e
d
H
e
r
M
a
j
e
s
t
y
，
ｓ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｓ
Ｐ
７
ｆ
"
ｃ
ｅ
Ａ
Ｊ
‐

脇
r
a
n
d
B
Z
C
z
c
允
助
g
f
c
，
ａ
ｎ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
Ａ
ｒ
ｍ
ｙ
ａ
ｎ
ｄ
Ｎ
ａ
ｖ
ｙ
Ｃ
１
ｕ
ｂ
・
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｌ
９
ｔ
ｈ
Ｔ
/
ｚ
ｅ
Ｔ
ｉ
?
？
z
曲
o
f
f
i
c
e
，
t
h
e
B
a
n
k

o
f
E
n
g
l
a
n
d
，
ａ
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｍ
ｉ
ｎ
ｔ
ｗ
ｅ
ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｔ
ｃ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
２
０
ｔ
ｈ
，
t
h
e
B
l
a
k
e
l
y
O
r
d
n
a
n
c
e
W
o
r
k
s
，
t
h
e
R
o
y
a
l
E
x
c
h
a
n
g
e
，

t
h
e
T
o
w
e
r
，
a
n
d
t
h
e
L
o
n
d
o
n
D
o
c
k
s
，
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
２
１
ｓ
ｔ
、
C
h
e
l
s
e
a
H
o
s
p
i
t
a
l
、
t
h
e
N
a
v
a
l
a
n
d
M
i
l
i
t
a
r
y
A
s
y
l
u
m
，
a
n
d

t
h
e
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
R
a
i
l
w
a
y
・
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
２
２
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ
ｅ
ｄ
ｔ
ｏ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
ｍ
o
u
t
h
b
y
t
h
e
S
o
u
t
h
-
W
e
s
t
e
r
n
R
a
i
l
w
a
y
，

ａ
ｒ
ｌ
ｄ
ｗ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
虎
｡
ｙ
ａ
Ｚ
Ａ
晩
惣
ｃ
Ｚ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ
・
O
n
t
h
e
2
3
r
d
P
o
r
t
s
m
o
u
t
h
D
o
c
k
y
a
r
d
w
a
s
i
n
s
p
e
c
t
e
d
，

a
s
a
l
s
o
t
h
e
i
r
o
n
-
c
l
a
d
s
M
H
7
z
o
蛭
璽
γ
ａ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｃ
ｃ
ｱ
ｮ
P
i
0
7
z
，
O
n
t
h
e
2
3
r
d
H
i
l
s
e
a
B
a
r
r
a
c
k
s
，
F
o
r
t
S
o
u
t
h
w
i
c
k
，
ａ
ｎ
ｄ

Ｇ
ｏ
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｗ
ｅ
ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
２
６
ｔ
ｈ
t
h
e
y
p
r
o
c
e
c
d
e
d
b
y
r
a
i
l
w
a
y
t
o
P
1
y
m
o
u
t
h
，
a
n
d
t
h
e
f
O
1
1
o
w
i
n
g
d
a
y
v
i
s
‐

i
t
e
d
D
e
v
o
n
p
o
r
L
t
h
e
R
a
g
l
a
n
B
a
r
l
･
a
c
k
s
，
P
l
y
m
o
u
t
h
B
r
e
a
k
w
a
t
e
r
，
a
n
d
t
h
e
A
I
b
e
r
t
B
r
i
d
g
e
a
t
S
a
l
t
a
s
h
；
a
l
s
o
t
h
e

d
o
c
k
y
a
r
d
s
a
t
D
c
v
o
n
p
o
r
t
a
n
d
K
e
y
h
a
m
O
n
t
h
e
2
8
t
h
t
h
e
p
a
r
t
y
r
e
t
u
r
n
e
d
b
y
t
h
e
G
r
e
a
t
W
c
s
t
e
r
n
R
a
i
l
w
a
y

t
o
P
a
d
d
i
n
g
t
o
n
t
e
r
m
i
n
u
s
，
a
n
d
r
e
s
u
m
e
d
t
h
e
i
r
f
O
r
m
e
r
q
u
a
r
t
e
r
s
a
t
t
h
c
L
a
n
g
h
a
m
H
o
t
e
l
．



O
n
t
h
e
2
9
t
h
t
h
e
y
w
e
n
t
t
o
W
e
s
t
m
i
n
s
t
e
「
A
b
b
e
y
a
n
d
t
h
e
H
o
u
s
e
s
o
f
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
，
a
n
d
t
h
e
f
o
l
l
o
w
i
n
g
d
a
y

t
o
M
i
l
l
b
a
n
k
P
c
n
i
t
e
n
t
i
a
r
y
a
n
d
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n
s
s
w
o
r
d
f
a
c
t
o
r
y
、
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｌ
ｓ
ｔ
ｏ
ｆ
Ｊ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｒ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ
ｆ
o
r

l
p
s
w
i
c
h
，
a
n
d
t
h
e
r
e
v
i
s
i
t
e
d
M
e
s
s
r
s
、
Ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｉ
ｍ
ｓ
，
m
a
n
u
f
a
c
t
o
r
y
o
f
a
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
i
m
p
l
e
m
e
n
t
s
，
ａ
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｃ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｈ
e
P
a
t
e
n
t
C
o
n
c
r
e
t
e
S
t
o
n
e
C
o
m
p
a
n
y
・
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｃ
２
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
Ｍ
ｒ
、
H
e
r
b
e
r
t
W
a
t
k
i
n
s
，
p
h
o
t
o
g
r
a
．

p
h
e
r
，
o
f
R
e
g
e
n
t
-
s
t
r
e
e
t
,
a
n
d
a
f
t
e
r
w
a
r
d
s
w
e
n
t
t
o
t
h
e
S
o
u
t
h
K
e
n
s
i
n
g
t
o
n
M
u
s
e
u
m
a
n
d
t
h
e
H
o
r
t
i
c
u
l
t
u
r
ａ
ｌ
ｓ
ｏ
‐

c
i
e
t
y
,
s
g
r
o
u
n
d
s
，
a
l
s
o
t
o
L
o
n
d
o
n
F
e
n
c
i
n
g
C
l
u
b
・
Ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
３
ｒ
ｄ
，
t
h
e
d
a
y
p
r
e
c
e
d
i
n
g
t
h
e
i
r
d
e
p
a
r
t
u
r
e
，
h
i
s

E
x
c
e
l
l
e
n
c
y
t
h
e
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
h
a
d
a
f
a
r
e
w
e
l
l
i
n
t
e
r
v
i
e
w
w
i
t
h
L
o
r
d
C
l
a
r
e
n
d
o
n
a
t
t
h
e
F
o
r
e
i
g
n
-
o
f
f
i
c
e
．

Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
ｆ
ｔ
ｈ
ｅ
２
９
ｔ
ｈ
Ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｈ
ｉ
ｓ
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｖ
ｃ
ａ
ｂ
ａ
ｎ
ｑ
ｕ
ｅ
ｔ
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ｅ
L
a
n
g
h
a
m
H
o
t
e
l
t
o
a

l
a
r
g
e
p
a
r
t
y
o
f
n
a
v
a
l
a
n
d
m
i
l
i
t
a
r
y
o
f
f
i
c
e
r
s
，
a
n
d
g
e
n
t
l
e
m
e
n
c
o
n
n
e
c
t
e
d
w
i
t
h
t
h
e
v
a
r
i
o
u
s
i
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
v
i
s
‐

i
t
e
d
b
y
t
h
e
p
a
r
t
y
・
Ｔ
ｈ
ｅ
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
，
ｗ
ｈ
ｏ
p
o
s
s
e
s
s
e
s
i
n
a
n
e
m
i
n
e
n
t
d
e
g
r
e
e
t
h
a
t
c
o
u
r
t
l
y
b
e
a
r
i
n
g
f
o
r

w
h
i
c
h
h
i
s
c
o
u
n
t
r
y
m
e
n
a
r
e
n
o
t
e
d
，
r
e
c
e
i
v
e
d
t
h
e
g
u
e
s
t
s
i
n
a
m
o
s
t
h
o
s
p
i
t
a
b
l
e
a
n
d
k
i
n
d
l
y
m
a
n
n
e
r
，
ｉ
ｎ

w
h
i
c
h
h
e
w
a
s
a
i
d
e
d
b
y
C
o
l
o
n
e
l
B
r
i
n
e
・
T
h
e
d
i
n
n
e
r
w
a
s
u
n
e
x
c
e
p
t
i
o
n
a
b
l
e
，
ａ
ｎ
ｄ
ｗ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
ｂ
Ｔ
ｏ
ｋ
ｅ
ｕ
ｐ

ａ
ｔ
ａ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｗ
ａ
ｓ
ｅ
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
t
a
i
n
e
r
s
a
n
d
t
h
e
i
r
g
u
e
s
t
e
s
w
e
r
e
m
u
t
u
a
l
l
y
p
l
e
a
s
c
d
w
i
t
h
e
a
c
h

o
t
h
e
r
、
T
h
i
r
t
y
-
f
i
v
e
p
e
r
s
o
ｎ
ｓ
ｓ
ａ
ｔ
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
ｔ
ｏ
ｄ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
，
a
m
o
n
g
w
h
o
m
w
e
r
e
t
h
e
f
o
l
l
o
w
i
n
g
：
－
G
e
n
e
r
a
l
S
i
r
j

B
u
r
g
o
y
n
e
B
a
r
t
,
Ｇ
Ｃ
Ｂ
，
C
o
n
s
t
a
b
l
e
o
f
t
h
e
T
o
w
e
r
；
C
o
l
o
n
e
l
S
i
r
J
・
W
i
l
s
o
n
，
Ｃ
､
Ｂ
､
，
C
h
e
l
s
e
a
H
o
s
p
i
t
a
l
；
G
e
n
e
r
a
l

H
u
t
t
，
Ｃ
Ｂ
・
S
e
c
r
e
t
a
r
y
，
C
h
e
l
s
e
a
H
o
s
p
i
t
a
l
；
C
o
m
m
o
d
o
r
e
D
u
n
l
o
p
，
S
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t
o
f
W
o
o
l
w
i
c
h
D
o
c
k
y
a
「
｡
；
ｔ
ｈ
ｅ

や一（」三一一一諜噸（｜尋ｕ一Ｋ「一等や

②ト



M
a
s
t
e
r
o
f
t
h
e
M
i
n
t
;
C
o
l
o
n
e
l
W
h
i
r
n
p
e
r
（
T
o
w
e
r
o
f
L
o
n
d
o
n
)
；
C
o
l
o
n
e
l
A
d
a
m
s
，
S
e
c
r
e
t
a
r
y
o
f
t
h
e
N
a
v
a
l
a
n
d

M
i
l
i
t
a
r
y
A
s
y
l
u
m
;
C
a
p
t
a
i
n
B
u
r
g
o
y
n
e
.
Ｃ
､
Ｂ
､
,
Ｈ
・
Ｍ
・
Ｓ
,
Ｗ
ｉ
Ｗ
ｅ
ｍ
；
C
a
p
t
a
i
n
t
h
e
H
o
n
、
G
W
r
o
t
t
e
s
l
e
y
．
Ａ
、
.
Ｃ
；
Ｍ
ｒ
・

S
y
d
n
e
y
L
o
c
o
c
k
，
S
e
c
r
C
t
a
r
y
o
f
t
h
e
J
a
p
a
n
L
e
g
a
t
i
o
n
;
M
r
B
r
i
g
g
s
，
S
e
c
r
e
t
a
r
y
t
o
t
h
e
A
d
m
i
r
a
l
t
y
；
Ｍ
ｒ
・
H
o
r
l
e
y
，
S
e
c
r
e
‐

t
a
r
y
，
B
a
n
k
o
f
E
n
g
l
a
n
d
；
Ｍ
ｒ
・
M
y
l
e
s
F
e
n
t
o
n
G
e
n
e
r
a
l
M
a
n
a
g
e
r
o
f
t
h
e
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
R
a
l
i
w
a
y
；
Ｍ
ｒ
・
W
r
i
g
h
t
，
ｏ
ｆ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｌ
ｏ
加
｡
〃
α
、
Ｃ
ﾉ
i
f
刀
a
T
e
J
C
g
7
z
Z
P
/
z
；
Ｍ
ｒ
,
P
a
i
c
e
，
S
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t
o
f
t
h
e
L
o
n
d
o
n
D
o
c
k
s
、
A
m
o
n
g
t
h
o
s
e
i
n
v
i
t
e
d
,

w
h
o
s
e
e
n
g
a
g
a
m
e
n
t
s
p
r
e
v
e
n
t
e
d
t
h
e
i
r
p
r
e
s
e
n
c
e
,
w
e
r
e
-
G
e
n
・
S
i
r
A
W
o
o
d
f
O
r
d
,
Ｇ
Ｃ
.
Ｂ
､
,
ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
Ｄ
ｅ
ｐ
‐

u
t
y
-
G
o
v
e
m
o
r
o
f
t
h
e
B
a
n
k
o
f
E
n
g
l
a
n
d
；
Ｍ
r
・
S
i
m
o
n
d
s
，
ｏ
ｆ
Ｔ
/
ｚ
ｅ
Ｔ
ｆ
抗
e
s
；
L
i
e
u
L
G
e
n
e
r
a
l
B
u
l
l
e
r
，
Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｌ
Ｓ
ｉ
ｒ
Ｍ
ｉ
‐

c
h
a
e
l
S
e
y
m
o
u
r
，
ａ
ｎ
ｄ
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌ
Ｓ
ｉ
Ｔ
Ｗ
ｍ
・
G
o
r
d
o
n
．

Ｃ酉

Ｉ
ｔ
ｉ
ｓ
ｎ
ｏ
ｔ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
１
ｙ
ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｎ
，
ｗ
ｅ
b
e
l
i
e
v
e
，
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
Ｈ
･
E
S
h
i
b
a
t
a
I
I
i
o
n
g
a
n
o
K
a
m
i
,
a
n
d
M
i
d
z
o
u
s
i
m
a
,
t
h
e
c
h
i
e
f
s
c
c
‐

r
c
t
a
r
y
，
w
e
r
e
a
m
o
n
g
t
h
e
p
a
r
t
y
w
h
o
v
i
s
i
t
e
d
t
h
i
ｓ
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
ｉ
ｎ
ｌ
８
６
２
Ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
ｖ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｒ
ｅ
c
o
l
l
e
c
t
i
o
n
o
f
t
h
e

s
p
l
e
n
d
o
u
r
s
o
f
t
h
e
l
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
o
f
t
h
a
t
y
e
a
r
，
ｂ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｃ
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
ｆ
Ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｓ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｖ
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
．

t
i
e
s
a
n
d
e
v
i
d
e
n
c
e
s
o
f
p
r
o
g
r
e
s
s
a
s
t
o
r
e
n
d
e
T
t
h
e
i
r
p
r
e
s
e
n
t
v
i
s
i
t
m
o
s
t
i
n
t
e
r
e
s
t
i
n
g
a
n
d
i
n
s
t
r
u
c
t
i
v
e
．

〔
短
喜
=
〕

Ｗ
ｚ
ｅ
Ｔ
Ｙ
７
?
２
Ｇ
s
”
（
J
a
n
､
４
，
１
８
６
６
)
．

蟹
三
Ｉ
!
ご
黒
や
号
=
Ｋ
輻
三
弾
鵯
'
罠
’
ハ
i
m
r
<
里
や
｡
U
蝿
巴
韻
揖
ｃ
Ｖ
惹
澤
維
呈
､
１
１
，
△
ハ
エ
入
試
二
Ｗ
編
異
'
二
当
J
棚
｣
ﾆ
ｨ
ﾐ
』



イギリスにおける柴|(1)]向守

三
『
ぬ
日
［
①
［
Ｅ
Ｓ
四
コ
穴
の
四
『
の
Ｑ
Ｅ
Ｃ
（
。
｛
ず
の
ｚ
の
尋
の
ロ
ロ
ロ
の
『
ロ
ウ
『
四
旦
口
（
○
○
』
」
ご
Ｑ
ｍ
－
ｐ
Ｆ
Ｃ
。
◎
。
。
．
【
ゴ
の
勺
ロ
ワ
ー
ー
、
ロ
ワ
日
ｑ
四
［

旨
已
⑭
三
】
Ｃ
戸
（
。
。
○
の
。
〔
「
口
］
Ｐ
一
ケ
『
四
円
昌
呉
三
二
ｍ
⑫
の
９
口
ご
ロ
ー
ぐ
の
『
の
一
（
］
・
（
す
の
函
】
⑫
一
。
『
）
○
い
『
四
℃
三
。
ロ
ー
「
。
の
（
芹
ロ
芹
の
（
（
ず
の
口
巳
ぐ
の
「
の
一
芹
］
Ｃ
［

弓
馬
〕
シ
勺
シ
ｚ
両
の
河
○
○
乏
冒
』
の
の
『
○
ｚ
男
・
Ｉ
Ｋ
Ｃ
の
〔
の
ａ
画
く
口
｛
【
の
ｇ
ｏ
。
ご
富
②
両
×
・
の
一
一
の
ロ
ミ
の
三
日
Ｂ
円
。
。
、
ロ
ゴ
Ｃ
Ｏ
α
日
一
口
目
⑪
巨
一
［
の

ロ
日
Ｑ
回
。
。
ヨ
ロ
ー
ー
ヨ
の
。
【
口
司
臣
く
】
い
］
【
［
。
【
。
の
、
回
『
］
。
〔
○
］
ロ
『
の
ゴ
ロ
○
コ
ご
ゴ
ー
【
ゴ
ミ
ゴ
○
日
（
ず
の
『
ゴ
囚
ロ
ロ
。
】
口
［
の
『
ぐ
－
９
二
口
【
ブ
ロ
ー
｛
１
℃
固
め
（
ｍ

Ｑ
Ｃ
｝
。
ｎ
戸
ｇ
【
ゴ
の
句
○
『
臼
碩
ロ
ー
○
｛
｛
－
．
の
．
シ
〔
（
の
【
ｎ
口
一
一
旨
い
ロ
ロ
。
。
（
ず
の
ロ
四
『
一
○
｛
○
一
口
『
の
ゴ
ロ
。
。
。
〔
ず
の
ロ
ロ
ユ
『
ロ
四
一
。
（
ゴ
の
一
「
［
の
⑫
ｂ
の
。
（
、
（
○

三
『
・
ロ
・
国
目
〕
ロ
】
Ｃ
ｐ
Ｑ
・
ロ
ロ
・
の
『
‐
の
①
。
『
の
［
煙
旦
。
｛
の
日
庁
の
｛
。
『
同
。
『
の
〕
ぬ
ロ
ン
｛
国
「
②
．
曰
泣
の
○
○
日
日
厨
⑩
一
○
コ
の
『
四
コ
。
如
巳
戸
の
］
の
仰
ぐ
⑦
（
。
。

Ｐ
ロ
ゴ
、
ゴ
ロ
日
函
。
（
の
一
口
［
ロ
ゴ
８
『
ご
ロ
ｏ
Ｅ
『
［
三
⑪
ョ
。
ｇ
ご
曲
・
ロ
ロ
ロ
・
の
⑪
８
『
【
の
＠
ヶ
冤
冨
四
一
○
Ｈ
ロ
ュ
ロ
の
・
幻
・
同
・
・
冨
筥
□
『
ｏ
８
８
８
Ｓ
の
ぐ
一
。
‐

［
。
『
一
口
の
Ｂ
【
一
○
コ
・
ロ
日
］
〕
。
ｐ
ミ
コ
の
口
○
の
［
す
の
昌
尹
『
」
一
一
（
『
口
ぐ
の
一
ワ
臣
［
ず
の
Ｐ
Ｃ
ゴ
ロ
。
。
》
○
す
ｇ
ゴ
ロ
日
・
ロ
ロ
Ｃ
ｏ
ｏ
ぐ
の
『
幻
日
一
三
伜
冤
｛
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ぐ
。
『
・

三
国
Ｃ
ゴ
ミ
Ｅ
ワ
の
『
Ｂ
Ｏ
ｐ
の
Ｑ
⑫
ゴ
。
『
（
一
］
口
｛
【
の
『
の
。
．
。
一
○
．
穴
・
○
。
［
ゴ
の
］
Ｃ
Ｓ
Ｓ
⑦
ミ
ゴ
。
］
の
ロ
ロ
『
ご
気
「
ご
目
】
す
閂
六
口
（
三
口
「
の
①
一
一
一
ｍ
の

〔
。
『
］
ロ
ロ
ロ
ゴ
。
貧
『
ゴ
『
〔
す
の
『
庁
西
の
『
ニ
ョ
ー
ー
ー
［
伜
穴
の
び
四
○
六
口
ぐ
の
『
『
の
×
【
の
ロ
⑪
】
ぐ
の
○
○
一
一
の
。
〔
－
．
コ
。
｛
三
○
『
穴
⑫
○
ｍ
口
『
【
ご
］
の
諄
「
の
一
『
『
。
⑫
ｂ
①
Ｑ
【
ロ
の
ロ
⑫

。
｛
ぐ
ゆ
動
。
口
⑪
穴
ヨ
ロ
⑩
。
【
何
口
、
一
一
⑪
ゴ
ョ
ロ
コ
ロ
荷
Ｏ
Ｂ
『
①
い
・
ウ
○
○
六
の
・
伜
○
・
戸
｝
い
■
ロ
ロ
①
【
②
８
８
〔
ゴ
ロ
【
嵐
⑫
同
然
８
－
－
。
。
２
－
の
、
「
の
⑫
こ
く

ｂ
－
の
口
の
①
Ｑ
三
一
【
す
（
。
⑦
｛
口
Ｑ
］
）
（
冤
口
〔
（
○
『
Ｑ
の
。
ｄ
】
（
ず
①
厨
ロ
ユ
。
｛
○
一
口
『
の
。
□
○
コ
［
Ｃ
吋
斤
ご
Ｃ
ロ
『
○
の
⑦
０
口
【
一
○
コ
Ｃ
｛
ず
】
⑫
一
口
Ｃ
ロ
ー
ユ
の
の
ご
ロ
コ
ロ

ミ
ー
ー
ゴ
〔
ず
の
六
一
コ
。
『
の
。
①
己
ロ
。
。
。
の
ゴ
ロ
⑭
の
ぐ
⑯
『
豈
諄
「
ず
。
「
の
『
ゴ
の
【
二
「
】
（
ゴ
ロ
Ｅ
ユ
ロ
、
ゴ
ー
⑫
芹
○
口
『
一
コ
【
ゴ
の
ｏ
ｏ
Ｅ
ｐ
冨
皀
。

告
げ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
卵
。

行
は
イ
ギ
リ
ス
土
産
を
た
く
さ
ん
待
っ
て
、
マ
ル
セ
ー
ユ
よ
り
帰
国
の
途
に
つ
く
と
述
べ
て
い
る
。

し
、
戸
口
ｇ
こ
の
○
滴
の
ヨ
の
。
（
。
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弓
。
【
『
。
）
：
Ｑ
Ｓ
の
］
：
：
シ
Ｂ
Ｑ
の
日
『
ず
『
ロ
①
『
曰
一
⑫
⑫
一
○
コ
（
ｏ
８
コ
⑪
ロ
ー
庁
凹
ゴ
９
８
℃
ご
【
の
｝
の
く
凹
口
（
Ｑ
ｏ
２
ョ
の
日
⑩
．

君
塚
進
校
注
「
仏
英
行
」
（
柴
田
剛
中
日
戦
七
・
八
よ
り
）
（
日
本
思
想
大
系
“
『
西
洋
見
聞
集
」
岩
波
書
店
刊
、
所
収
）

岡
川
摂
蔵
「
四
航
小
記
」
（
写
本
㈹
～
。
）
［
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
］
、
雑
誌
「
旧
瀞
府
」
所
収

「
柴
川
日
向
守
英
仏
行
加
川
剛
」
（
原
木
、
～
㈲
）
［
東
京
大
学
史
料
編
鰍
所
蔵
］

桶
地
源
一
郎
『
懐
往
事
談
ｌ
附
新
間
紙
災
歴
」
（
氏
友
社
、
明
治
二
十
七
年
四
月
）

大
塚
武
松
『
幕
末
外
交
史
の
研
究
」
（
説
文
航
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
）

野
付
雑
太
郎
「
維
新
前
後
』
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
六
年
四
月
）

緒
刀
篇
雄
「
緒
方
洪
庵
伝
』
（
満
波
智
店
、
昭
Ⅲ
汎
十
爪
年
六
月
）

六
四
「
－
，
回
８
の
穴
の
『
叩
の
『
８
【
口
臥
風
ロ
ー
函
ロ
ロ
ロ
ワ
○
○
六
『
・
「
〔
曰
く
の
｝
｜
の
『
⑩
．
【
四
二
国
口
の
Ｑ
の
六
の
「
・
勺
ロ
ｇ
い
す
の
『
・
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
。
》
］
の
Ｓ
・

口
の
ロ
ゴ
の
旨
『
の
ワ
陣
Ｏ
耳
】
⑭
【
ｏ
ロ
ゴ
の
『
閏
ワ
ワ
の
『
付
弓
す
の
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ
何
．
Ｑ
ｏ
－
ｏ
ｂ
ｍ
の
＆
ロ
・
筥
口
ｎ
日
一
一
一
四
口
・
旧
◎
ｐ
Ｑ
Ｃ
。
．
］
の
の
②
．

○
⑫
『
○
一
陣
冨
】
９
口
の
］
三
目
ぐ
の
「
⑪
幻
目
⑩
○
日
の
⑪
］
『
９
１
』
ｃ
の
①
．
シ
囚
８
コ
（
の
ゴ
ロ
厨
－
０
の
一
の
ワ
『
圏
○
コ
・
勾
口
づ
い
○
日
の
⑫
の
一
ョ
⑩
伜

］
の
命
符
ユ
の
⑩
・
勺
Ｆ
○
円
ロ
の
ョ
〕
、
戸
口
□
的
一
口
ゴ
ロ
・
弓
。
①
Ｐ
Ｐ
ぐ
の
ロ
ゴ
ロ
ョ
勺
『
の
⑫
叩
Ｆ
ａ
・
の
口
魚
○
］
穴
・
ロ
ロ
、
］
ロ
ゴ
Ｐ
］
の
ｍ
の
。

参
考
文
献
お
よ
び
溢
料
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イギリスにおける柴'１１[1向守

ZＬ

に』Ｉ

外l1il本行・柴ⅡｌＨｌｒｌ守（剛IlI）

［日本学士院政］
P

柴}Ⅱ一行のことを記４１iIこした「ザ・ロ
ンドン。アンド・チャイナ・エクスプレ

ス」紙．Ｘ点がその箇所．

ImDBLH

ロンドンの柴１１１－行の旅Tii（｢ランガム・ホテル｣）
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